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明
代
の
嘉
靖
・
萬
暦
年
聞
は
、
明
初
以
來
、
久
し
く
沈
滞
し
て
い
た
南
戯
が
再

び
活
況
を
呈
し
、
彩
し
い
敷
の
作
品
が
生
み
出
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
こ
う
し
た

戯
曲
文
學
の
欄
熟
期
に
お
け
る
、
最
も
代
表
的
な
劇
作
家
を
學
げ
る
な
ら
ば
、
や

は
り
湯
顯
租
を
措
い
て
他
に
は
あ
る
ま
い
。

 
湯
顯
租
の
戯
曲
に
は
、
情
を
基
調
と
す
る
創
作
理
念
が
足
底
し
て
お
り
、
し
か

も
そ
の
作
品
が
「
玉
茗
堂
四
夢
」
と
総
構
さ
れ
る
ご
と
く
、
劇
中
に
い
ず
れ
も
夢

の
場
面
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
か
く
て
そ
れ
ま
で
の
戯
曲
に
は
無
い
新
生
面
を
切
り

拓
き
得
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
『
還
魂
記
』
は
、
儒
教
倫
理
の
下
に
抑
歴

さ
れ
た
男
女
の
情
の
解
放
が
追
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
加
え
て
夢
と
現
實
、
幽
界

と
現
世
と
を
交
錯
さ
せ
た
巧
妙
な
構
成
を
と
り
、
美
麗
な
る
歌
僻
を
用
い
て
い
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
稀
代
の
名
品
と
し
て
ひ
と
き
わ
高
い
評
償
を
得
て
い
る
。

 
か
く
ま
で
名
聲
を
博
し
た
『
還
魂
記
』
も
、
全
篇
が
湯
顯
租
の
手
に
成
る
も
の

で
は
な
く
、
既
存
の
話
本
を
藍
本
と
す
る
。
『
還
魂
記
』
を
藍
本
の
話
本
と
比
較

し
て
み
る
と
、
主
題
、
登
場
人
物
の
設
定
、
お
よ
び
そ
の
描
窩
に
は
、
少
な
か
ら

ぬ
相
違
黙
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
と
り
わ
け
主
人
公
柳
前
船
を
、
南
方
に
流

諦
さ
れ
諦
地
柳
州
で
死
没
し
た
柳
潤
洛
ｳ
の
後
窩
に
擬
亡
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て

『
還
魂
記
』
に
お
け
る
柳
夢
梅
像
の
設
定

そ
の
柳
夢
梅
が
嶺
南
の
地
廣
東
で
の
落
魂
し
た
生
活
か
ら
睨
け
出
し
て
榮
達
す
る

ま
で
を
描
き
、
い
わ
ゆ
る
立
身
出
世
課
の
側
面
が
新
た
に
附
與
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
顯
著
な
改
憂
の
事
例
で
あ
る
。
し
か
も
『
還
魂
記
』
が
、
湯
蔓
立
自
身
あ
た

か
も
南
方
に
流
諦
さ
れ
、
更
に
官
を
僻
し
て
山
居
し
た
時
期
に
構
想
、
執
筆
さ
れ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ユ
 

た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
看
過
で
き
な
い
事
實
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
登
場
人
物

の
役
柄
と
、
執
筆
當
時
の
作
者
の
境
遇
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
湯
顯
租
が
柳
夢

梅
の
形
象
を
極
め
て
恣
意
的
に
造
形
し
た
と
推
測
す
る
こ
と
は
、
蓋
し
可
能
で
あ

ろ
う
。

 
さ
て
『
還
魂
記
』
の
藍
本
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
話
本
「
杜
麗
娘

 
 
 
 
 
 
 

記
」
で
あ
る
。
こ
の
話
本
は
、
講
座
二
十
五
年
(
一
五
四
一
)
の
進
士
晃
環
の
『
寳

文
堂
書
目
』
壷
中
・
子
雑
類
に
著
録
さ
れ
て
お
り
、
現
在
は
明
末
清
初
に
上
梓
さ

れ
た
通
俗
類
書
『
燕
居
筆
記
』
に
牧
め
ら
れ
る
も
の
に
よ
っ
て
目
に
す
る
こ
と
が

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
 

で
き
る
。
何
大
倫
編
『
重
刻
増
補
燕
居
筆
記
』
巻
九
(
下
層
)
の
「
杜
若
娘
慕
色

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
る
 

還
魂
」
、
お
よ
び
漏
難
壁
編
『
増
補
批
黙
諾
像
愚
直
筆
記
』
巻
八
・
記
類
の
「
杜

麗
男
工
」
(
目
録
題
は
「
戸
当
盗
電
丹
心
還
魂
記
」
に
作
る
)
が
す
な
わ
ち
そ
れ
で
あ

る
。
以
下
、
本
論
で
は
、
版
式
、
二
重
の
牧
録
情
況
か
ら
、
最
も
古
い
形
を
傳
え

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

て
い
る
と
思
わ
れ
る
何
大
倫
本
所
牧
の
話
本
を
用
い
る
も
の
と
す
る
。

 
ま
ず
人
物
像
の
設
定
に
つ
い
て
、
藍
本
と
『
還
魂
記
』
と
を
比
較
し
て
み
る
こ

一
六
七
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と
に
す
る
。
も
ち
ろ
ん
『
還
魂
記
』
は
五
十
五
齢
に
及
ぶ
長
篇
の
戯
曲
で
あ
り
、

當
然
の
こ
と
な
が
ら
藍
本
に
大
幅
な
加
筆
が
行
わ
れ
て
い
る
。
從
っ
て
こ
こ
で

は
、
『
還
魂
記
』
に
お
い
て
最
も
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
里
家
・
柳
家
の
人
物

に
つ
い
て
藍
本
と
封
照
し
、
相
違
黙
を
抽
き
出
し
て
み
た
い
。

 
初
め
に
杜
家
に
つ
い
て
、
話
本
で
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

 
 
話
説
南
宋
光
潤
嵐
ｩ
聞
、
有
箇
官
倉
授
廣
東
南
雄
府
ヂ
。
姓
杜
、
名
寳
、
字
光

 
 
輝
、
進
士
出
身
。
租
貫
山
西
太
原
三
人
、
年
五
十
歳
。
夫
人
頸
氏
、
年
四
十

 
 
二
歳
。
生
一
男
一
女
、
士
女
年
一
十
六
歳
、
小
字
麗
娘
。
三
年
一
十
二
歳
、

 
 
名
鑑
三
文
。
姉
弟
二
人
、
倶
生
得
美
貌
清
秀
。

 
 
さ
て
南
宋
光
潤
絡
c
帝
の
御
世
、
陞
任
し
て
廣
東
南
雄
府
雰
の
職
を
授
か
っ

 
 
た
役
人
が
い
た
。
姓
を
杜
、
名
を
寳
、
字
を
光
輝
と
言
い
、
進
士
出
身
で
あ

 
 
る
。
本
貫
は
山
西
太
原
府
で
、
五
十
歳
。
夫
人
の
頸
氏
は
四
十
二
歳
。
一
男

 
 
一
女
を
儲
け
、
娘
は
十
六
歳
で
幼
名
を
麗
娘
と
言
い
、
息
子
は
十
二
歳
で
興

 
 
文
と
言
っ
た
。
姉
弟
二
人
と
も
生
ま
れ
つ
き
美
し
い
容
貌
を
備
え
て
い
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
こ
の
部
分
を
『
還
魂
記
』
第
三
齢
「
訓
女
」
で
は
次
の
よ
う
に
改
め
て
い
る
。

 
 
自
家
南
安
太
守
杜
寳
、
定
心
子
充
、
乃
唐
朝
杜
子
美
之
後
。
流
落
巴
蜀
、
年

 
 
過
五
旬
。
想
十
歳
登
科
、
三
年
出
守
、
盛
名
恵
政
、
播
在
人
聞
。
内
有
夫
人

 
 
瓢
氏
、
乃
発
心
甑
皇
香
嵐
?
h
。
此
家
峨
眉
山
、
見
世
出
賢
徳
夫
人
。
軍
生
小

 
 
か
、
才
貌
端
娩
、
喚
名
麗
娘
、
未
議
婚
配
。

 
 
そ
れ
が
し
は
南
安
太
守
の
杜
寳
で
、
字
は
子
充
と
言
い
、
唐
の
杜
子
美
の
後

 
 
高
で
あ
る
。
巴
蜀
を
流
浪
し
て
、
年
も
五
十
歳
を
越
え
た
。
思
え
ば
二
十
歳

 
 
で
進
士
に
合
格
、
地
方
官
と
し
て
三
年
を
肖
り
、
今
や
我
が
高
潔
さ
と
仁
政

 
 
の
噂
は
世
に
廣
ま
っ
た
。
内
に
は
夫
人
の
頸
氏
が
お
り
、
魏
の
甑
皇
香
翌
ﾌ
直

 
 
系
の
血
筋
。
当
家
は
峨
眉
山
に
佳
み
、
代
々
賢
徳
の
夫
人
を
出
し
て
い
る
。

 
 
娘
が
一
人
あ
っ
て
、
才
貌
は
端
正
で
妬
や
か
、
名
を
麗
娘
と
言
い
、
ま
だ
婚

一
六
八

 
 
約
は
し
て
い
な
い
。

 
爾
者
聞
の
圭
な
異
同
は
、
平
温
の
官
職
が
南
雄
府
ヂ
か
ら
南
安
太
守
に
改
め
ら

れ
、
し
か
も
杜
甫
の
後
証
で
あ
る
と
い
う
く
だ
り
が
附
け
加
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
、
同
じ
よ
う
に
甑
氏
も
魏
の
頸
皇
香
翌
ﾌ
嫡
派
で
あ
る
と
さ
れ
、
杜
麗
々
が
一
人

娘
と
改
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

 
次
に
柳
家
に
つ
い
て
、
ま
ず
話
本
か
ら
見
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

 
 
山
留
新
府
ヂ
、
姓
柳
、
名
山
恩
、
乃
四
川
成
都
門
人
、
年
四
十
。
夫
人
何

 
 
氏
、
年
三
十
六
歳
。
夫
妻
恩
愛
、
止
生
一
子
、
年
一
十
八
歳
、
喚
倣
柳
夢

 
 
梅
。
因
母
夢
見
食
梅
而
有
孕
、
故
此
露
宿
。
其
子
虫
間
淵
源
、
琴
棋
回
書
、

 
 
増
勢
成
文
、
随
父
來
南
雄
府
。

 
 
と
こ
ろ
で
(
杜
寳
の
後
任
の
)
新
府
ヂ
は
、
姓
を
柳
、
名
を
聖
恩
と
言
い
、
四

 
 
川
成
都
府
の
人
で
、
年
は
四
十
歳
。
夫
人
の
何
氏
は
三
十
六
歳
。
夫
婦
の
恩

 
 
愛
は
厚
く
、
た
だ
一
子
だ
け
を
儲
け
た
の
が
十
八
歳
に
な
り
、
柳
糸
梅
と
言

 
 
つ
た
。
母
親
が
梅
を
食
べ
る
の
を
夢
に
見
て
身
籠
っ
た
の
で
、
こ
う
名
づ
け

 
 
た
の
で
あ
る
。
心
証
は
學
問
の
深
奥
を
極
め
、
琴
棋
書
典
に
秀
で
、
筆
を
下

 
 
せ
ば
た
ち
ど
こ
ろ
に
文
章
が
で
き
あ
が
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
、
父
親
に
附
き

 
 
随
っ
て
南
雄
府
に
や
っ
て
來
た
。

 
こ
れ
が
『
還
魂
記
』
第
二
齢
「
言
懊
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
、
話
本

と
は
大
そ
う
異
な
っ
て
い
る
。

 
 
小
生
姓
柳
、
名
夢
梅
、
本
字
春
卿
。
原
係
唐
朝
柳
州
司
馬
柳
潤
洛
ｳ
之
後
、
留

 
 
家
嶺
南
。
父
親
朝
散
之
職
、
母
親
二
君
之
封
。
(
歎
介
)
所
恨
俺
自
小
孤
軍
、

 
 
生
事
微
瀞
。
素
的
是
今
日
成
人
長
大
、
二
十
冒
頭
、
巌
暑
聰
明
、
留
場
得

 
 
手
。
只
恨
未
詳
時
勢
、
不
菟
飢
寒
。
(
中
略
)
毎
日
情
思
昏
昏
、
忽
然
二
月
之

 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
へ

 
 
迭
煤
洛
}
。
説
道
「
柳
生
、
柳
生
、
遇
俺
方
有
玉
縁
之
分
、
議
跡
之
期
。
」
因



 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
 
此
改
名
夢
梅
、
春
卿
爲
名
。

 
 
元
の
後
高
で
、
嶺
南
に
住
み
つ
い
て
い
ま
す
。
父
は
朝
散
大
夫
の
職
を
授
か

 
 
り
、
母
は
縣
君
に
封
ぜ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
［
歎
く
こ
な
し
(
思
い
入
れ
)
］
恨

 
 
む
ら
く
は
、
わ
た
し
は
幼
少
よ
り
一
人
き
り
で
、
や
っ
と
の
こ
と
で
暮
ら
し

 
 
を
立
て
て
参
り
ま
し
た
。
喜
ば
し
い
こ
と
に
、
今
日
、
成
人
す
る
こ
と
が
で

 
 
き
、
年
も
二
十
歳
を
過
ぎ
、
聰
明
な
る
が
故
に
郷
試
に
も
合
格
で
き
ま
し

 
 
た
。
い
か
ん
せ
ん
時
運
に
め
ぐ
り
あ
わ
ず
、
飢
え
と
寒
さ
か
ら
逃
れ
る
こ
と

 
 
が
で
き
ま
せ
ん
。
(
中
略
)
毎
日
も
の
思
い
に
耽
っ
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、

 
 
牛
月
ほ
ど
前
に
、
ふ
と
夢
を
見
ま
し
た
。
夢
の
中
で
花
園
に
行
き
ま
す
と
、

 
 
梅
の
木
の
下
に
美
人
が
立
っ
て
お
り
、
高
か
ら
ず
低
か
ら
ぬ
背
丈
、
留
る
が

 
 
ご
と
く
迎
え
る
が
ご
と
き
素
振
り
で
し
た
。
そ
の
美
女
は
「
柳
さ
ま
、
柳
さ

 
 
ま
、
わ
た
し
に
お
遇
い
に
な
り
ま
し
た
か
ら
に
は
、
婚
姻
の
宿
縁
、
ご
榮
達

 
 
の
と
き
が
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
」
と
言
い
ま
し
た
。
か
く
て
名
を
夢
現
と
改

 
 
め
、
細
身
を
字
と
し
た
の
で
す
。

 
こ
の
よ
う
に
、
話
本
に
お
い
て
、
杜
費
の
後
任
と
し
て
着
任
し
た
父
親
と
と
も

に
南
雄
に
來
た
と
さ
れ
る
柳
夢
梅
は
、
『
還
魂
記
』
で
は
、
柳
潤
洛
ｳ
の
後
言
で
、

嶺
南
に
住
み
つ
き
、
つ
と
に
爾
親
を
亡
く
し
た
と
さ
れ
、
命
名
の
由
來
も
や
が
て

杜
麗
娘
と
結
ば
れ
る
こ
と
を
暗
示
し
た
も
の
に
改
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
以
上
の
比
較
封
照
か
ら
、
湯
顯
租
に
よ
る
翻
案
と
し
て
顯
著
な
も
の
を
此
面
に

ま
と
め
て
み
る
と
、
次
の
三
面
を
畢
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
第
一
は
、
飴
屋
を

杜
甫
の
、
甑
氏
を
頸
皇
香
翌
ﾌ
、
そ
し
て
柳
夢
梅
を
柳
潤
洛
ｳ
の
後
窩
に
擬
浴
す
る
よ

う
に
、
主
な
登
場
人
物
を
い
ず
れ
も
歴
史
上
の
並
在
人
物
と
繋
が
り
を
も
つ
よ
う

に
設
定
し
て
い
る
こ
と
。
第
二
は
、
柳
需
品
の
境
遇
を
嶺
南
で
の
落
啓
し
た
生
活

を
除
酷
な
く
さ
れ
て
い
る
と
し
、
そ
の
命
名
の
由
來
も
心
情
の
展
開
に
密
接
に
關

『
還
魂
記
』
に
お
け
る
柳
夢
梅
像
の
設
定

?
翌
ｷ
る
よ
う
に
創
り
換
え
て
い
る
こ
と
。
第
三
に
は
、
杜
賓
の
任
地
が
廣
東
の
南

雄
か
ら
江
西
の
南
安
に
改
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
舞
毫
を
南
安
に
設
定
し
直
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
更
に
『
還
魂
記
』
全
篇
を
通
し
て
の
、
筆
鋒
公
柳
夢
梅
と

杜
聖
運
の
描
出
の
仕
方
に
着
目
し
て
み
る
と
、
杜
麗
娘
の
形
象
が
基
本
的
に
は
話

本
の
枠
組
み
を
逸
脱
し
て
い
な
い
の
に
画
し
て
、
柳
夢
梅
像
に
は
か
な
り
の
質
的

な
改
憂
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
杜
麗
娘
が
風
草
課
の
一
類

型
で
あ
る
話
本
か
ら
の
形
象
を
そ
の
ま
ま
縫
承
し
て
い
る
の
に
卑
し
て
、
柳
夢
梅

に
は
質
的
な
改
憂
を
件
う
新
た
な
形
象
化
が
圖
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

 
さ
て
從
來
の
『
還
魂
記
』
研
究
に
お
い
て
、
登
場
人
物
の
形
象
に
つ
い
て
論
ず

る
場
合
、
概
ね
は
生
死
を
超
越
し
た
情
の
結
實
と
い
う
こ
の
劇
の
主
題
か
ら
、
杜

麗
娘
を
中
心
に
据
え
て
、
儒
教
倫
理
の
栓
楷
を
超
克
し
て
個
性
の
魔
醒
を
膿
現
し

た
女
性
と
看
倣
し
、
そ
こ
か
ら
『
還
魂
記
』
を
、
懸
愛
至
上
を
謳
歌
し
た
作
品
と

し
て
捉
え
る
こ
と
に
終
始
し
が
ち
で
あ
っ
た
。
か
く
の
ご
と
き
見
解
は
、
徐
朔
方

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

氏
や
趙
景
深
氏
を
初
め
と
し
て
、
数
多
く
の
先
學
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
お
り
、
枚

畢
に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
湯
船
租
の
創
作
理
念
が
情
を
基
調

と
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
無
熱
娘
を
中
心
と
し
た
こ
の
よ
う
な
見
解
は
正
し
い

で
あ
ろ
う
。

 
と
こ
ろ
が
、
も
う
一
人
の
主
人
公
で
あ
る
立
頭
梅
に
つ
い
て
は
、
愚
直
で
無
分

別
な
人
物
で
あ
り
、
杜
麗
娘
に
從
厨
し
た
役
割
し
か
果
た
し
て
い
な
い
と
い
う
程

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

度
に
し
か
考
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
柳
夢
梅
像
の
形
質
は
、
湯

顯
租
の
何
が
し
か
の
創
意
が
投
影
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
煤
酪
繧
ﾌ
憂
容
を
途
げ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
還
魂
記
』
が
た
と
え
遊
藝
の
ジ
ャ
ン
ル

に
厨
す
る
戯
曲
と
い
う
形
態
の
作
品
で
あ
る
と
し
て
も
、
柳
色
梅
の
形
象
に
つ
い

て
は
、
作
者
湯
顯
租
の
人
生
を
抜
き
に
し
て
は
、
決
し
て
語
り
得
ぬ
問
題
な
の
で

一
六
九
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あ
る
。

 
以
上
の
観
鮎
か
ら
、
本
論
は
、
こ
れ
ま
で
必
ず
し
も
充
分
な
検
討
が
加
え
ら
れ

て
き
た
と
は
言
い
難
い
柳
夢
梅
像
に
覗
座
を
据
え
て
、
湯
顯
租
が
い
か
な
る
趣
意

を
投
影
し
て
彼
を
形
象
化
し
て
い
る
の
か
を
考
氏
翌
ｵ
、
併
せ
て
湯
顯
租
の
『
還
魂

記
』
執
筆
の
懸
盤
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二

 
一
般
的
に
南
戯
で
は
、
作
者
が
護
書
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
戯
曲
中
に
お
い
て

も
讃
書
人
的
な
色
彩
を
濃
厚
に
反
映
し
、
歴
史
上
の
實
在
人
物
を
野
人
公
に
据
え

る
と
い
う
傾
向
が
あ
る
。
例
え
ば
、
南
戯
の
租
と
で
も
い
う
べ
き
高
明
の
『
琵
琶

記
』
が
後
漢
の
票
琶
と
そ
の
組
盃
五
畜
を
、
毘
山
派
の
濫
行
魚
の
『
澆
沙
記
』
が

西
施
と
萢
蚕
を
、
ま
た
湯
顯
租
と
親
交
の
あ
っ
た
屠
隆
の
『
彩
毫
記
』
が
李
白
を

曲
人
公
と
す
る
が
ご
と
き
は
そ
の
良
い
例
で
あ
る
。

 
『
還
魂
記
』
に
お
い
て
歴
史
上
の
著
名
人
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
物
、
す
な
わ
ち

杜
甫
や
柳
潤
洛
ｳ
の
子
孫
を
主
人
公
に
据
え
た
の
も
、
こ
う
し
た
南
戯
の
傳
統
に
立

っ
て
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
可
能
で
あ
る
。
岩
城
秀
夫
氏

は
、
『
還
魂
記
』
の
登
場
人
物
の
家
柄
に
つ
い
て
、
昏
夢
梅
と
杜
麗
娘
を
そ
れ
ぞ

れ
柳
潤
洛
ｳ
と
杜
甫
の
子
孫
に
仕
立
て
あ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
時
代
の
下
る
護
者

観
客
に
と
っ
て
身
近
な
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
効
果
を
あ
げ
て
お
り
、
し
か
も
家
柄
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の
黙
で
も
卒
凡
で
な
い
、
と
い
う
主
旨
の
見
解
を
示
さ
れ
て
い
る
。
明
代
に
盛
行

し
た
黒
戸
に
共
通
す
る
創
作
技
磨
翌
�
T
括
的
に
捉
え
、
そ
こ
か
ら
『
還
魂
記
』
の

登
場
人
物
の
設
定
に
つ
い
て
論
ず
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
委
當
な
意
見
と
い
え
よ

う
。
し
か
し
、
湯
顯
租
と
い
う
一
人
の
劇
作
家
の
手
に
成
る
、
『
還
魂
記
』
と
い

う
作
品
に
限
定
し
て
考
え
る
と
き
、
そ
の
圭
人
公
柳
夢
梅
の
家
柄
の
設
定
に
關
し

て
は
、
必
ず
し
も
監
置
の
常
套
的
な
手
磨
翌
ﾉ
倣
っ
た
と
だ
け
は
看
要
し
得
な
い
。

一
七
〇

な
ぜ
な
ら
そ
こ
に
は
、
柳
夢
梅
が
柳
潤
洛
ｳ
の
後
窩
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
、

直
面
租
自
身
に
關
わ
る
、
い
わ
ば
必
然
的
な
要
因
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
か

ら
で
あ
る
。

 
そ
し
て
、
そ
の
要
因
と
は
、
柳
潤
洛
ｳ
に
は
南
方
に
流
さ
れ
た
と
い
う
熱
量
が
あ

り
、
湯
顯
租
も
ま
た
南
方
に
流
諦
の
憂
き
目
を
見
た
と
い
う
共
通
黙
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

 
柳
潤
洛
ｳ
は
大
暦
八
年
(
七
七
三
)
、
長
安
に
生
ま
れ
、
貞
元
九
年
(
七
九
三
)
、
二

十
一
歳
に
し
て
進
士
に
合
格
、
更
に
貞
元
十
四
年
目
七
九
八
)
に
は
博
學
宏
詞
科
に

合
格
し
た
。
貞
元
十
九
年
(
八
〇
三
)
、
監
氏
洛
芬
j
裏
行
に
任
官
す
る
と
、
腐
敗
し

た
朝
政
刷
新
を
圖
る
王
叔
文
の
一
調
に
從
う
よ
う
に
な
る
。
貞
元
二
十
一
年
(
八

〇
五
)
、
徳
潤
翌
ｪ
崩
じ
、
王
無
文
の
仰
ぐ
東
宮
李
諦
が
順
潤
翌
ﾆ
毒
し
て
即
位
、
柳

潤
洛
ｳ
も
禮
部
員
外
郎
に
陞
任
す
る
。
順
潤
翌
ﾍ
前
年
患
っ
た
風
疾
の
た
め
失
語
症
に

罹
っ
て
い
た
の
で
、
實
質
的
な
政
事
は
王
捻
文
が
掌
握
し
、
宙
官
権
力
の
抑
制

と
、
丁
字
に
聾
す
る
制
御
権
の
恢
復
を
重
要
な
目
標
と
す
る
改
革
を
諸
行
し
て
ゆ

総
と
こ
ろ
が
・
そ
の
政
策
が
あ
ま
り
に
急
進
的
で
あ
っ
た
が
た
め
・
逆
に
反
撃

を
蒙
り
、
加
え
て
王
超
文
と
章
執
誼
と
の
聞
に
仲
違
い
が
生
じ
た
た
め
、
改
革
は

失
敗
に
終
わ
る
。
同
年
八
月
五
日
、
擾
政
李
寧
に
帝
位
が
譲
ら
れ
る
と
同
時
に
王

論
文
は
失
脚
し
、
楡
州
の
司
戸
に
配
流
さ
れ
、
一
箪
に
荷
課
し
た
人
々
も
そ
れ
ぞ

れ
遠
請
に
塵
さ
れ
た
。
柳
潤
洛
ｳ
は
と
い
え
ば
、
九
月
十
三
目
、
湖
南
郡
州
刺
史
へ

の
疑
諸
と
い
う
詔
勅
が
下
さ
れ
、
豊
州
へ
赴
く
途
中
の
十
一
月
、
再
び
三
州
司
馬

に
既
さ
れ
た
。
言
笑
で
約
九
年
を
過
ご
し
た
元
和
十
年
(
八
一
五
)
、
一
旦
長
安
に

召
還
さ
れ
る
も
の
の
、
す
ぐ
に
柳
州
刺
史
に
任
ぜ
ら
れ
、
元
和
十
四
年
(
八
一
九
)
、

柳
州
で
死
没
し
た
。

 
一
方
、
湯
顯
租
は
嘉
靖
二
十
九
年
(
一
五
五
〇
)
、
江
西
撫
州
府
臨
川
縣
に
生
ま

れ
た
。
隆
慶
四
年
(
一
五
七
〇
)
に
は
二
十
一
歳
で
郷
試
に
合
格
す
る
が
、
つ
づ
く



二
度
の
會
試
に
は
落
第
し
た
。
更
に
こ
れ
に
つ
づ
く
會
試
で
は
、
時
の
宰
相
張
居

正
に
よ
る
不
當
な
介
入
の
た
め
二
度
に
わ
た
っ
て
落
第
す
る
と
い
う
苦
難
を
強
い
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ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
年
暦
十
年
(
一
五
八
二
)
に
石
弓
正
が
病
没
し
、
翌

承
暦
十
一
年
(
一
五
八
三
)
、
三
十
四
歳
に
し
て
よ
う
や
く
進
士
に
合
格
、
禮
部
の

観
政
と
し
て
北
京
に
住
ん
だ
。
萬
暦
十
二
年
(
一
五
八
四
)
に
は
南
京
太
常
寺
博
士

に
、
萬
暦
十
六
年
(
一
五
八
八
)
に
は
南
京
飯
事
府
圭
簿
に
、
そ
の
翌
年
に
は
南
京

胴
部
祠
祭
司
主
事
に
陞
進
し
た
。
と
こ
ろ
が
萬
暦
十
九
年
(
一
五
九
一
)
、
以
後
の

湯
顯
組
の
運
命
を
憂
え
る
大
事
件
が
生
起
す
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
年
の
閏
三
月
目

彗
星
が
現
わ
れ
た
の
を
求
翌
ﾉ
、
紳
潤
翌
ﾍ
言
官
の
欺
蔽
を
問
責
し
て
煮
冷
一
年
の
詔

勅
を
下
し
、
廣
く
直
諫
を
求
め
た
。
湯
富
麗
は
刀
藍
�
轄
ﾚ
の
聖
王
を
見
て
、
「
論

輔
臣
道
臣
疏
」
(
『
玉
茗
堂
全
集
』
・
文
・
十
六
)
を
上
呈
す
る
。
首
万
慮
時
行
、
吏
科

都
密
事
中
軸
霜
雪
、
重
科
都
盛
事
遠
雷
寧
ら
が
私
門
を
践
魑
さ
せ
、
富
貴
を
圖
っ

て
い
る
と
し
て
、
こ
れ
ら
下
血
の
臣
を
弾
劾
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ

の
劾
奏
は
、
三
盛
科
臣
の
更
迭
で
は
な
く
、
却
っ
て
湯
立
租
自
身
の
廣
避
雷
州
府

徐
聞
縣
典
史
へ
の
降
調
と
い
う
形
で
決
着
を
見
る
。
流
請
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

湯
顯
租
は
、
一
旦
故
郷
の
臨
川
に
蹄
り
、
九
月
に
な
っ
て
出
立
、
講
地
徐
聞
に
到

着
し
た
の
は
十
一
月
で
あ
っ
た
。
徐
聞
で
約
一
年
四
ヵ
月
を
過
ご
し
た
萬
暦
二
十

一
年
忌
一
五
九
三
)
三
月
目
漸
謹
選
州
府
途
昌
知
縣
に
量
移
さ
れ
る
が
、
萬
暦
二
十

六
年
(
一
五
九
八
)
、
上
計
の
た
め
北
京
に
赴
い
た
折
、
寸
心
に
僻
表
を
提
出
し
、

臨
川
に
退
隠
し
た
。
棄
官
の
理
由
は
、
官
界
の
腐
敗
、
特
に
磯
税
の
弊
害
を
坐
覗
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す
る
に
耐
え
な
か
っ
た
た
め
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
萬
暦
四
十
四
年
(
一
六
一
六
)
、

六
十
七
年
の
生
涯
を
終
え
る
ま
で
を
臨
川
で
斎
っ
た
。

 
以
上
の
爾
者
の
曲
馬
記
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
柳
潤
洛
ｳ
に
せ
よ
、
湯
壷
組

に
せ
よ
、
南
方
へ
の
極
製
は
、
政
治
的
な
確
執
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
。
湯
三

審
の
場
合
は
俵
臣
を
弾
劾
し
た
と
こ
ろ
が
、
逆
に
流
講
と
い
う
結
果
を
招
長
し
た

『
還
魂
聾
に
お
け
る
柳
夢
梅
像
の
設
定

の
で
あ
り
、
柳
潤
洛
ｳ
は
自
ら
が
参
書
す
る
政
治
改
革
の
失
敗
に
連
座
し
て
、
改
革

無
封
派
か
ら
諦
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
雨
者
に
は
流
血
さ
れ
る
に
至
る
情
況
に
相
違

は
あ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
腐
敗
し
た
官
界
の
浄
化
を
目
途
し
た
の
に
封
し
て
、

冤
罪
と
も
い
う
べ
き
不
當
な
塵
断
を
蒙
っ
て
の
三
諦
で
あ
る
と
い
う
共
通
黙
を
有

す
る
。

 
認
り
、
湯
顯
租
は
、
所
期
の
目
的
に
思
い
も
か
け
な
い
塵
土
が
下
さ
れ
て
、
南

方
流
諸
と
い
う
自
分
と
同
じ
命
運
を
た
ど
っ
た
柳
潤
洛
ｳ
に
思
い
を
馳
せ
、
そ
の
境

遇
に
深
い
共
感
を
抱
い
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
次
の
一
文
か
ら
も
窺

い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
 
唐
の
柳
子
厚
は
、
天
下
の
才
俊
賢
人
な
り
。
王
成
文
は
世
の
所
謂
狂
劣
無
二

 
 
の
者
な
り
。
呂
に
非
ず
葛
に
非
ざ
れ
ど
も
、
堂
衆
の
人
毎
れ
を
知
る
。
柳
子

 
 
は
天
下
の
書
を
讃
み
て
、
尭
・
舜
の
業
を
懐
ふ
。
豊
に
其
の
識
此
れ
に
及
ぽ

 
 
ざ
ら
ん
。
(
中
略
)
蓋
し
子
厚
は
所
謂
大
人
に
し
て
其
の
功
を
速
や
か
に
せ
ん

 
 
と
欲
す
る
耳
。
天
下
の
士
も
亦
た
安
ん
ぞ
成
敗
を
以
て
論
ず
可
け
ん
や
。
嵯

 
 
夫
、
子
厚
已
ん
ぬ
る
か
な
。
友
は
辞
退
之
に
若
く
は
難
し
。
退
之
は
子
厚
の

 
 
死
を
序
ぺ
て
、
但
だ
其
の
直
播
の
一
事
を
記
す
の
み
。
其
の
用
世
の
志
を
委

 
 
曲
す
る
に
至
っ
て
は
、
一
言
も
獲
歯
す
る
こ
と
を
爲
さ
ず
。
意
へ
ら
く
裏
門

 
 
も
亦
た
猶
人
の
見
な
ら
ん
か
。
(
「
明
智
朝
列
大
夫
國
子
監
祭
酒
劉
公
墓
表
」
、
『
玉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ご

 
 
茗
堂
全
集
』
・
文
・
十
四
)

 
從
來
の
柳
潤
洛
ｳ
踏
込
は
、
韓
愈
が
「
柳
子
厚
墓
誌
銘
」
(
『
韓
昌
黎
集
』
巻
二
十
三
)

の
な
か
で
、
「
子
厚
前
面
少
か
り
し
年
、
人
と
爲
り
勇
な
り
。
自
ら
貴
重
顧
籍
せ
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ず
、
功
業
立
ち
ど
こ
ろ
に
謬
る
浸
し
と
謂
へ
り
。
故
に
坐
し
て
撃
退
せ
ら
る
」
と

論
評
し
て
以
降
、
概
し
て
否
定
的
な
立
場
を
と
る
も
の
が
多
い
。
『
奮
唐
馬
』
巻

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 

一
六
〇
の
劉
禺
錫
・
柳
潤
洛
ｳ
傳
に
附
さ
れ
た
評
贋
、
『
新
唐
書
』
巻
一
六
八
に
王

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
レ
 

叔
文
ら
と
と
も
に
丸
め
ら
れ
た
評
傳
な
ど
、
い
ず
れ
を
と
っ
て
も
王
叔
文
の
黙
に

一
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從
つ
た
こ
と
を
も
っ
て
非
難
し
て
い
る
。

 
と
こ
ろ
が
、
煤
酪
繧
ﾌ
言
託
租
の
一
文
は
、
こ
れ
ら
從
來
の
評
償
と
は
趣
を
異
に

す
る
。
初
め
に
柳
潤
洛
ｳ
の
才
識
を
高
く
評
債
し
、
王
叔
文
と
は
全
く
別
箇
に
取
り

扱
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
功
名
心
に
騙
ら
れ
て
王
叔
文
の
蕪
に
連
な
っ
た
と
し

て
、
韓
愈
の
よ
う
に
安
易
に
蚕
繭
す
る
の
で
は
な
く
、
尭
・
舜
の
ご
と
き
治
世
の

實
現
を
希
求
し
た
大
人
な
れ
ば
こ
そ
功
業
を
急
い
だ
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
だ
け

か
ら
論
断
す
べ
き
で
は
な
い
と
言
っ
て
、
柳
普
乱
謔
ﾉ
同
情
を
示
し
て
い
る
。
更
に

柳
潤
洛
ｳ
に
は
韓
藍
に
ま
さ
る
友
人
は
な
い
が
、
墓
誌
銘
で
は
老
母
を
抱
え
た
劉
禺

錫
に
代
わ
っ
て
播
州
へ
の
改
疑
を
願
い
出
た
こ
と
の
み
を
賞
讃
し
て
、
朝
政
に
寄

與
し
ょ
う
と
し
た
そ
の
志
に
は
一
言
も
費
し
て
い
な
い
と
し
て
、
韓
愈
の
見
解
に

論
駁
を
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
ち
な
み
に
こ
の
墓
表
は
、
劉
鷹
秋
の
死
を
悼
ん
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

劉
鷹
秋
は
顧
憲
成
や
王
弘
陽
と
と
も
に
、
湯
顯
租
の
途
昌
量
移
に
蓋
力
し
た
人
物

 
 
 
 
あ
 

で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
湯
顯
租
が
自
ら
の
た
め
に
力
を
蓋
く
し
て
く
れ
た
友

人
の
墓
表
に
お
い
て
、
同
じ
命
運
を
た
ど
っ
た
柳
潤
洛
ｳ
を
こ
と
さ
ら
に
取
り
上

げ
、
從
來
の
評
償
に
反
し
た
肯
定
的
な
見
解
を
敢
え
て
示
し
て
い
る
の
は
、
自
ら

が
髄
験
し
た
徐
聞
へ
の
流
諦
が
全
く
不
當
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
柳
潤
洛
ｳ
の

場
合
に
重
ね
合
わ
せ
て
言
明
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
甚
だ
象
徴
的
で
あ
る
。

 
周
知
の
ご
と
く
、
柳
潤
洛
ｳ
は
唐
宋
八
家
文
の
一
人
と
し
て
、
後
世
に
そ
の
文
學

が
傳
え
ら
れ
て
き
た
。
一
方
、
湯
顯
祀
は
、
古
文
至
醇
全
盛
の
時
代
に
あ
っ
て
、

反
古
文
旦
の
立
場
を
圭
張
し
、
公
安
派
の
先
蹴
を
な
す
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 

す
で
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
湯
顯
祀
の
古
文
僻
排
撃
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
れ
 

 
 
文
は
韓
・
蘇
・
欧
・
柳
に
比
し
、
行
ひ
は
稜
・
契
・
皐
・
蔓
を
追
は
ん
。

と
、
書
髭
の
堂
上
に
題
し
て
い
た
と
言
わ
れ
る
父
親
湯
尚
賢
の
學
風
を
縫
承
し
て

の
も
の
で
あ
る
。
湯
顯
租
は
そ
う
し
た
父
親
の
影
響
を
受
け
て
、
七
二
中
唐
の
古

一
七
二

文
家
柳
潤
洛
ｳ
に
は
親
炎
し
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
し
か
も
ほ
ぼ
同
質
の
原
因
で
下

垂
の
辛
酸
を
嘗
め
た
こ
と
か
ら
、
よ
り
一
層
の
親
近
の
情
を
深
め
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。

 
と
も
あ
れ
、
か
く
政
治
的
な
確
執
か
ら
嶺
南
に
流
調
さ
れ
た
と
い
う
共
通
黙
を

元
の
形
躯
の
中
に
自
ら
の
姿
を
見
出
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
湯
顯
租
の
こ
の

よ
う
な
心
情
は
、
『
還
魂
記
』
の
執
筆
に
當
た
り
、
主
人
公
柳
夢
梅
を
、
自
ら
と

同
じ
命
運
を
た
ど
っ
た
柳
潤
洛
ｳ
の
虚
偽
に
擬
等
し
、
そ
の
柳
夢
梅
に
、
流
量
當
時

の
自
ら
の
境
遇
を
抽
象
化
し
、
投
影
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
た
か
も
自
分
自
身

の
よ
う
に
形
象
化
す
る
と
い
う
か
た
ち
で
煤
李
奄
ﾉ
反
映
さ
れ
て
い
る
。
言
い
換
え

る
な
ら
ば
、
『
還
魂
記
』
に
お
け
る
柳
夢
梅
像
は
、
湯
顯
租
の
心
情
の
代
辮
者
の

ご
と
き
役
割
を
捲
っ
て
造
形
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三

 
『
還
魂
記
』
第
六
齢
「
帳
眺
」
は
、
霊
夢
梅
が
韓
愈
の
子
孫
で
昌
黎
祠
の
祭
祀

を
司
る
量
子
才
の
許
を
訪
れ
て
、
落
懸
し
た
身
を
歎
く
場
面
で
あ
る
。

 
 
假
煤
莱
ｴ
和
弥
論
煤
酪
增
A
終
息
便
鷹
這
等
二
審
。
因
嚇
怒
公
公
造
下
一
篇
「
乞

 
 
巧
文
」
、
到
俺
二
十
八
代
玄
孫
、
再
不
曾
乞
得
一
些
巧
來
。
便
是
伽
公
公
立

 
 
意
滴
下
「
迭
三
文
」
、
到
老
兄
二
十
幾
輩
了
、
還
不
曾
迭
的
箇
窮
去
。
算
來

 
 
都
則
爲
時
運
二
字
所
領
。

 
 
も
し
私
と
君
が
常
日
頃
の
こ
と
を
論
ず
る
な
ら
ば
、
こ
ん
な
に
ま
で
該
当
す

 
 
る
と
は
思
わ
れ
ぬ
の
で
す
が
。
私
の
先
程
が
「
乞
博
文
」
を
書
い
た
の
に
、

 
 
二
十
八
代
目
の
子
孫
に
な
っ
て
も
、
わ
ず
か
の
幸
運
さ
え
も
得
ら
れ
ま
せ
ん

 
 
し
、
君
の
こ
先
租
さ
ま
が
意
を
決
し
て
「
邊
窮
文
」
を
お
書
き
に
な
っ
た
の

 
 
に
、
二
十
幾
代
目
か
の
君
に
な
っ
て
も
、
貧
乏
神
を
追
い
出
せ
な
い
で
い
ま



 
 
す
。
推
し
量
っ
て
み
る
に
、
す
べ
て
時
運
の
二
字
が
訣
け
て
い
る
か
ら
で

 
 
す
。

 
柳
夢
梅
の
こ
の
白
は
、
そ
の
ま
ま
湯
顯
租
の
歎
息
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
例
え
ば
、
湯
顯
租
が
徐
聞
に
赴
任
す
る
前
、
臨
川
に
留
ま
っ
て
い
た
時
の

「
伯
父
秋
園
晩
聯
立
述
四
十
韻
」
詩
(
『
玉
茗
堂
全
集
』
・
詩
・
十
一
)
に
、
流
請
と

い
う
不
可
避
の
三
針
に
直
面
し
て
の
苦
悩
・
煩
悶
を
次
の
よ
う
に
吐
露
す
る
部
分

が
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
か

 
 
諦
遷
方
瀞
瀞
 
諸
蓬
 
瀞
瀞
た
る
に
方
ひ

 
 
抗
聴
器
匿
匿
 
抗
疏
 
匿
匿
た
る
に
失
す

 
 
大
火
奔
長
路
 
大
火
 
長
路
を
奔
り

 
 
中
寒
臥
薄
躯
 
中
寒
 
薄
躯
を
臥
す

 
 
 
 
 
マ
マ
 
 
 

 
 
病
呼
天
比
語
 
病
ん
で
は
天
比
の
語
を
呼
ば
は
り

 
 
滞
泣
海
南
圖
滞
っ
て
は
海
南
の
圖
に
泣
く

 
 
数
過
憐
猫
子
 
数
気
過
ぎ
り
て
猶
子
を
憐
れ
み

 
 
深
慈
爲
友
干
 
深
く
慈
ん
で
射
干
と
爲
す

 
 
良
馨
店
略
起
 
良
馨
は
店
 
略
ぽ
起
や
さ
し
め

 
 
君
子
痺
何
惧
 
君
子
は
痙
 
何
ぞ
惧
に
せ
ん

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
ぞ
ら

 
 
擬
作
三
生
度
 
三
生
を
度
る
に
擬
へ
託
し

 
 
驚
看
萬
死
蘇
 
萬
死
の
蘇
る
に
驚
き
看
る

 
 
低
垂
孚
末
路
 
低
垂
し
て
末
路
を
孚
ひ

 
 
漂
倒
迭
窮
途
 
漂
倒
し
て
窮
途
を
迭
ら
ん

 
湯
顯
租
は
、
官
界
粛
正
の
期
待
を
裏
切
ら
れ
て
、
雷
州
孚
島
の
南
端
徐
聞
へ
の

流
町
と
い
う
憂
き
目
を
見
た
上
に
、
マ
ラ
リ
ア
に
も
苦
し
め
ら
れ
、
ま
こ
と
に
時

運
の
飲
煤
翌
�
ﾉ
感
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
子
吉
、
こ
の
詩
に
は
、
天
の
庇
護
を
求

め
て
も
適
わ
ず
、
か
つ
て
海
南
島
に
流
さ
れ
た
疑
心
と
同
じ
命
運
を
、
や
が
て
自

『
還
魂
記
』
に
お
け
る
柳
夢
梅
像
の
設
定

ら
も
た
ど
ら
ね
ぽ
な
ら
な
い
と
い
う
湯
顯
租
の
悲
痛
な
思
い
が
滲
み
出
て
い
る
。

 
『
還
魂
記
』
中
の
柳
夢
梅
は
、
受
験
を
志
す
讃
書
人
で
あ
り
、
嶺
南
で
の
落
暁

し
た
生
活
を
、
男
子
終
局
の
場
で
は
無
い
と
し
て
、
韓
子
日
の
薦
め
に
よ
り
、
廣

州
香
山
喚
多
寳
寺
に
お
い
て
、
欽
意
識
寳
使
苗
国
賓
の
知
遇
を
得
て
廣
東
を
後
に

す
る
(
第
二
十
一
齢
「
謁
遇
」
)
。
ち
な
み
に
「
出
軍
土
質
胡
」
詩
(
『
玉
茗
堂
全
集
』

・
詩
・
十
四
)
な
ど
か
ら
類
推
す
れ
ぽ
、
湯
里
組
は
徐
聞
へ
赴
く
途
中
、
香
山
喚

(
今
の
襖
門
)
に
も
立
ち
寄
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
こ
の
場
面
は
そ
の
時
の
輕
験
に
基

づ
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 
つ
づ
く
第
二
十
二
鶴
「
放
寄
」
に
至
っ
て
、
柳
三
越
は
下
層
を
離
れ
て
、
江
西

の
南
安
に
到
着
す
る
の
で
あ
る
。

 
 
“
香
山
懊
裏
打
包
來
、

 
 
 
三
水
船
兇
到
岸
開
。

 
 
 
要
寄
郷
心
値
寒
歳
、

 
 
 
嶺
南
南
上
牛
枝
梅
。
”

 
 
我
柳
夢
梅
、
秋
風
拝
別
中
郎
、
因
循
親
友
僻
饒
。
離
船
土
竃
、
早
是
暮
冬
。

 
 
不
陛
防
嶺
北
風
嚴
、
感
了
寒
疾
、
又
樋
門
興
而
同
審
理
。
一
天
風
雪
、
望
見

 
 
南
安
。

 
 
“
香
山
懊
よ
り
包
を
員
ふ
て
焦
り
、

 
 
 
三
水
の
船
 
岸
に
到
り
て
開
く

 
 
 
郷
心
を
寄
せ
ん
と
要
し
て
寒
星
に
値
ふ
、

 
 
 
嶺
南
よ
り
南
上
す
牛
枝
の
梅
。
”

 
 
こ
の
柳
煮
梅
は
、
秋
風
の
中
を
苗
中
郎
殿
に
別
れ
、
親
戚
知
友
か
ら
も
層
別

 
 
を
う
け
た
。
船
を
下
り
て
梅
嶺
を
越
え
る
と
、
季
節
は
早
く
も
暮
冬
。
霜
野

 
 
の
焦
し
い
風
か
ら
身
を
守
る
す
べ
も
な
く
、
風
邪
を
ひ
い
て
し
ま
っ
た
。
し

 
 
か
し
興
が
醒
め
た
か
ら
と
い
っ
て
引
き
返
す
と
い
う
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
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あ
た
り
一
面
吹
雪
い
て
い
る
が
、
あ
れ
に
見
え
る
の
が
南
安
で
あ
ろ
う
。

 
こ
の
よ
う
に
、
『
還
魂
記
』
に
お
け
る
柳
夢
梅
は
、
苗
語
聾
の
恩
恵
を
受
け
て

廣
東
を
離
れ
、
梅
嶺
を
越
え
て
、
嶺
北
の
南
安
に
到
着
し
た
と
描
か
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
作
者
の
湯
顯
租
自
身
は
、
梅
嶺
を
越
え
、
廣
州
を
輕
比
し
て
、
下
地

へ
と
向
か
っ
た
の
で
あ
り
、
柳
夢
梅
と
は
逆
方
向
の
路
程
を
歩
ん
だ
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
柳
夢
梅
と
湯
池
組
の
雨
雲
に
共
通
し
、
し
か
も
愚
者
の
命
運
を
分
か

つ
、
と
り
わ
け
重
要
な
場
所
が
梅
嶺
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
柳
夢
梅
は
梅
嶺
を
越

え
て
北
上
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
幸
幅
へ
と
導
か
れ
、
一
方
、
湯
顯
租
は
梅
嶺
を
越

、
兄
て
南
下
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
よ
い
よ
請
地
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。

 
梅
嶺
は
江
西
と
廣
東
の
境
に
位
置
し
て
お
り
、
故
郷
の
江
西
を
離
れ
て
講
地
二

野
へ
赴
く
湯
顯
租
が
、
流
請
の
悲
哀
を
一
層
深
め
た
場
所
で
あ
る
。
「
廣
南
聞
騰
」

詩
(
『
玉
出
堂
全
集
』
・
詩
・
十
四
)
に
は
言
う
。

 
 
傳
道
衡
陽
有
鷹
逼
 
傳
へ
て
道
ふ
 
艶
陽
に
鷹
の
逼
る
有
り
と

 
 
炎
州
片
影
出
費
來
 
再
認
の
片
影
 
更
に
飛
來
す

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
な
は
だ

 
 
似
憐
遷
客
思
齢
苦
 
憐
れ
む
が
黒
し
 
遷
客
の
思
麟
苦
し
き
を

 
 
爲
帯
癌
心
過
嶺
梅
 
爲
に
郷
心
を
幣
び
て
嶺
梅
を
過
ぎ
る

 
こ
こ
に
は
、
衡
陽
の
廻
鷹
峯
を
越
え
、
遙
か
炎
療
の
地
に
飛
來
し
た
鷹
に
憐
れ

ま
れ
る
か
の
よ
う
に
、
二
野
を
更
に
南
下
し
て
弾
倉
へ
と
赴
く
誤
配
租
の
悲
哀
が

よ
く
傳
え
ら
れ
て
い
る
。

 
ち
な
み
に
柳
潤
洛
ｳ
に
は
、
元
和
十
年
(
八
一
五
)
、
永
州
か
ら
長
安
に
召
還
さ
れ

る
途
中
、
衡
陽
の
南
の
衡
山
を
過
ぎ
り
、
梅
の
開
花
を
目
に
し
て
、
長
安
に
露
る

こ
と
の
で
き
る
喜
び
を
北
へ
還
る
鷹
に
擬
し
、
弟
柳
潤
嵐
ｼ
に
寄
せ
た
「
過
衡
山
見

新
花
開
眼
寄
弟
」
詩
(
『
柳
河
東
野
』
巻
四
十
二
)
が
あ
る
。

 
 
故
國
名
園
久
別
離
 
故
國
の
名
園
 
久
し
く
別
離
す

一
七
四

 
 
今
朝
並
樹
護
南
枝
 
今
朝
楚
樹
 
南
枝
響
く

 
 
晴
天
鳥
路
好
悪
逐
 
晴
天
露
路
 
好
し
相
ひ
逐
は
ん

 
 
定
額
峯
前
廻
零
時
 
正
に
忘
れ
峯
前
垂
雁
の
時

 
湯
顯
租
は
、
遙
か
使
丁
に
ま
で
飛
び
來
つ
た
鷹
を
目
に
し
て
、
北
へ
還
る
鷹
を

追
う
か
の
よ
う
に
長
安
に
過
る
柳
潤
洛
ｳ
の
姿
を
想
い
起
こ
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
『
還
魂
記
』
に
お
け
る
柳
夢
梅
の
北
上
は
、
梅
嶺
で
想
起
し
た
こ
の
柳
潤
洛
ｳ

の
北
還
に
重
ね
合
わ
せ
て
構
想
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も
、
或
い
は
可
能
で
あ
ろ

う
。 

以
上
、
廣
州
を
旅
立
ち
、
香
山
懊
で
苗
五
二
の
知
遇
を
得
、
梅
醤
を
越
え
て
南

安
に
至
る
ま
で
の
柳
夢
梅
の
足
跡
は
、
全
て
湯
顯
租
濁
自
の
創
出
に
か
か
る
も
の

で
あ
り
、
話
本
に
お
け
る
柳
夢
梅
が
、
父
親
に
附
き
随
っ
て
南
雄
に
來
た
と
い
う

設
定
は
、
完
全
に
書
き
改
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
柳
夢
梅
を
廣

東
の
出
身
と
い
う
こ
と
に
し
、
舞
垂
を
廣
東
の
南
雄
か
ら
江
西
の
南
安
に
改
め
た

の
は
、
い
ず
れ
も
彼
の
梅
嶺
越
え
を
描
く
た
め
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
自
ら
が

諦
地
徐
聞
に
至
っ
た
経
路
を
、
柳
夢
梅
が
湖
上
す
る
よ
う
に
描
い
て
い
る
の
は
、

二
人
の
寸
言
的
な
命
運
を
描
き
出
す
た
め
の
布
石
で
あ
り
、
極
め
て
恣
意
的
な
改

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 

憂
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

 
こ
れ
に
野
し
て
、
『
還
魂
記
』
の
も
う
一
人
の
圭
人
公
で
あ
る
杜
麗
娘
は
ど
の

よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
か
、
少
し
く
鰯
れ
て
お
き
た
い
。

 
深
窓
の
令
嬢
杜
麗
娘
は
、
父
親
杜
寳
の
命
に
從
い
、
家
庭
教
師
陳
最
良
に
「
關

碓
」
の
講
義
を
受
け
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
軍
士
た
る
淑
女
は
、
君
子
の
好
逮
」
と

あ
る
の
を
畳
ん
で
春
情
を
傷
め
、
思
遣
の
た
め
に
侍
女
春
香
と
と
も
に
花
園
に
遊

ぶ
。
花
園
の
中
の
亭
で
ま
ど
ろ
む
と
、
夢
の
中
に
一
書
生
が
柳
の
枝
を
も
っ
て
現

わ
れ
、
牡
丹
亭
畔
の
有
藥
欄
の
そ
ば
で
契
り
を
結
ぶ
。
夢
か
ら
醒
め
て
後
、
夢
に

見
た
書
生
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
再
び
花
園
に
足
を
運
ぶ
。
し
か
し
座
禅
に
そ



の
書
生
に
會
面
す
る
す
べ
は
無
く
、
日
々
に
思
慕
の
念
を
つ
の
ら
せ
る
。
や
が
て

蜜
れ
果
て
た
自
分
の
姿
に
驚
い
て
、
自
ら
の
給
姿
を
描
き
、
夢
に
見
た
書
生
が
柳

枝
を
贈
っ
て
く
れ
た
か
ら
、
夫
た
る
べ
き
人
の
姓
は
柳
で
は
あ
る
ま
い
か
と
考

え
、
誌
上
に
詩
を
題
す
る
。
そ
の
後
、
杜
麗
娘
の
病
は
い
よ
い
よ
重
く
な
り
、
花

園
の
梅
樹
の
下
に
葬
っ
て
ほ
し
い
と
言
い
遺
し
て
息
絶
え
る
。
爾
親
は
娘
の
遺
言

に
尊
い
、
梅
花
奄
観
を
建
て
て
霊
位
を
祀
る
。
折
し
も
聖
冒
が
下
さ
れ
、
杜
寳
は

潅
揚
の
安
撫
使
に
陞
進
し
、
南
安
を
後
に
す
る
。

 
こ
の
よ
う
に
、
湯
壷
租
の
描
く
杜
麗
娘
像
は
、
彼
女
が
由
緒
あ
る
家
柄
の
娘
で

あ
り
、
舞
毫
が
江
西
の
南
安
で
あ
る
こ
と
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
話
本
を
そ
の
ま

ま
襲
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
さ
て
『
還
魂
記
』
で
は
、
病
に
倒
れ
て
梅
花
篭
観
に
静
養
す
る
柳
夢
梅
は
、
花

園
を
散
策
す
る
う
ち
に
杜
麗
娘
の
描
き
残
し
た
自
書
像
を
見
つ
け
、
彼
女
が
題
し

た
詩
を
讃
ん
で
そ
の
詩
句
を
誘
る
。
次
に
掲
げ
た
曲
で
は
、
柳
夢
梅
の
命
?
翌
ｪ
、

梅
嶺
越
え
を
契
求
翌
ﾉ
新
た
な
局
面
を
迎
え
る
こ
と
を
曙
に
示
し
て
い
る
(
第
二
十

六
齢
四
「
玩
眞
」
)
。

 
 
何
言
「
不
在
梅
邊
在
柳
邊
」
。
奇
哉
怪
事
哩
。

 
 
【
藍
屋
賓
】
望
關
山
路
嶺
天
一
抹
、
悠
尊
志
柳
夢
梅
過
。
「
得
傍
蠣
宮
」
知

 
 
 
恕
麿
。
待
喜
呵
、
端
詳
停
和
、
俺
姓
名
見
直
麿
費
嬬
蛾
定
奪
。
打
隠
詞
、

 
 
 
敢
穀
類
軍
器
中
眞
箇
。

 
 
ど
う
し
て
「
梅
邊
に
在
ら
ず
ん
ば
柳
邊
に
在
ら
ん
」
と
言
っ
て
い
る
の
だ
ろ

 
 
う
。
不
思
議
だ
。

 
 
 
見
霧
か
す
、
か
な
た
の
關
山
、
梅
醤
の
か
た
。
い
か
で
知
ら
ん
や
、
こ
の

 
 
 
柳
夢
梅
の
過
ぎ
り
し
を
。
「
斎
宮
に
傍
ふ
を
得
ん
」
と
は
、
何
を
知
り
て

 
 
 
ぞ
。
さ
て
も
喜
ば
ん
か
、
詳
ら
か
に
見
る
に
、
わ
が
姓
名
の
い
か
で
嬬
餓

 
 
 
に
奪
は
れ
た
る
。
思
ひ
遣
る
に
、
夢
の
中
の
眞
實
な
ら
ん
。

『
還
魂
記
』
に
お
け
る
柳
夢
梅
像
の
設
定

 
か
く
て
、
書
［
像
の
美
女
に
心
を
奪
わ
れ
た
柳
夢
梅
の
前
に
、
杜
雪
娘
の
亡
魂
が

現
わ
れ
て
、
毎
夜
の
よ
う
に
逢
瀬
を
重
ね
る
の
で
あ
る
(
第
二
十
八
餉
「
幽
購
」
)
。

 
以
上
の
よ
う
に
、
富
麗
娘
の
描
窩
に
つ
い
て
は
、
話
本
と
は
大
き
な
異
同
が
無

い
の
に
芳
し
て
、
杜
麗
娘
と
會
面
す
る
に
至
る
ま
で
の
柳
夢
梅
像
は
、
湯
顯
租
が

新
た
に
創
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
話
本
と
は
様
相
を
一
新
し
て
い
る
。
と
り
わ

け
、
請
地
で
の
自
分
自
身
と
同
じ
境
遇
に
置
い
た
柳
夢
梅
が
、
梅
嶺
を
北
上
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
不
遇
な
情
況
か
ら
黒
し
て
ゆ
く
と
い
う
描
篤
は
、
あ
た
か
も
陰
野

租
の
境
遇
を
超
克
す
る
か
の
よ
う
で
あ
り
、
『
還
魂
記
』
の
執
筆
に
當
た
っ
て
、

湯
平
租
が
最
も
意
を
渇
く
し
た
磁
壁
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

四

 
護
憲
か
ら
團
圓
に
至
る
ま
で
の
描
篤
は
、
話
本
と
『
還
魂
記
』
と
で
は
著
し
く

異
な
っ
て
い
る
。

 
ま
ず
話
本
で
は
大
要
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

 
柳
夢
梅
は
杜
麗
娘
に
自
分
が
死
ん
だ
事
情
を
打
ち
明
け
ら
れ
、
更
に
墓
を
議
い

て
再
生
さ
せ
て
ほ
し
い
と
懇
願
さ
れ
て
、
そ
の
不
氣
味
さ
に
標
然
と
し
、
次
の
日

に
早
速
こ
の
こ
と
を
爾
親
に
話
す
。
父
親
の
柳
思
恩
が
役
所
の
者
に
眞
偽
を
確
か

め
て
み
る
と
、
果
た
し
て
前
知
唯
事
寳
の
娘
杜
麗
娘
が
花
園
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
。
そ
こ
で
梅
の
樹
の
下
を
戟
翌
阨
ﾔ
し
て
み
る
と
棺
が
現
わ
れ
、
中
に
は

生
け
る
が
ご
と
き
美
女
が
横
た
わ
っ
て
い
た
。
そ
の
美
女
を
密
室
に
移
し
て
介
抱

す
る
と
蘇
生
し
た
の
で
、
吉
日
を
揮
ん
で
二
人
の
婚
姻
を
華
や
か
に
執
り
行
っ

た
。
一
方
、
江
西
省
駅
戸
政
事
の
杜
撰
は
、
柳
思
恩
か
ら
杜
麗
娘
の
蘇
生
、
柳
夢

梅
と
の
成
親
を
知
ら
せ
る
手
紙
を
受
け
取
り
、
空
曇
で
二
人
に
黒
い
た
い
と
の
返

事
を
書
き
迭
つ
た
。
翌
年
、
柳
夢
梅
は
懸
辞
し
て
進
士
に
合
格
し
、
臨
画
府
推
官

に
除
せ
ら
れ
る
。
こ
の
年
、
任
期
が
満
ち
て
臨
安
に
蹄
っ
て
來
た
柳
薄
恥
夫
婦
、

一
七
五
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そ
の
ニ
ヵ
月
後
、
臨
安
に
戻
っ
た
杜
寳
夫
婦
、
そ
れ
に
叫
泣
梅
、
豊
麗
娘
が
一
堂

に
會
し
て
、
喜
び
に
浸
る
。
そ
の
後
、
柳
観
梅
は
臨
安
府
サ
に
陞
進
し
、
杜
麗
娘

は
二
子
を
儲
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
顯
官
と
な
っ
た
。

 
こ
の
よ
う
に
、
話
本
に
お
け
る
杜
麗
娘
還
魂
以
降
の
情
節
は
、
や
や
も
す
れ
ば

筆
算
で
あ
り
、
柳
夢
梅
と
杜
麗
娘
の
二
人
は
、
墜
方
の
爾
親
の
祝
福
を
受
け
て
結

ば
れ
、
物
語
は
何
ら
波
瀾
曲
折
を
経
る
こ
と
な
く
終
局
へ
と
導
か
れ
る
。
こ
れ
は

こ
の
話
本
が
そ
も
そ
も
は
冥
魂
課
で
あ
り
、
專
ら
杜
跨
下
の
慕
色
と
還
魂
を
中
心

に
戯
述
が
進
め
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

 
一
方
、
『
還
魂
記
』
で
は
、
柳
夢
梅
が
幾
多
の
困
難
を
克
服
し
て
ゆ
く
こ
と
に

よ
っ
て
終
局
へ
導
か
れ
る
と
い
う
構
成
を
と
っ
て
お
り
、
甚
だ
起
伏
に
富
ん
だ
展

開
が
な
さ
れ
る
。
以
下
、
齢
を
追
い
つ
つ
柳
窪
梅
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
ゆ
く
こ
と

に
す
る
。

 
第
三
十
二
齢
「
冥
護
」
で
は
、
椿
象
娘
が
送
呈
梅
と
こ
の
世
で
夫
婦
の
縁
を
結

び
た
い
一
心
か
ら
、
自
分
は
前
太
守
杜
寳
の
娘
で
、
書
像
の
中
の
美
女
で
あ
る
こ

り
返
し
て
蘇
ら
せ
て
ほ
し
い
と
懇
請
す
る
。

 
第
三
十
三
齢
「
秘
議
」
は
、
柳
夢
梅
が
梅
花
奄
観
の
蕎
主
石
道
姑
に
協
力
を
求

め
、
第
三
十
四
齢
「
謂
藥
」
は
、
石
道
姑
が
陳
最
良
の
藥
店
で
同
生
の
妙
藥
を
買

っ
て
準
備
を
整
え
る
場
面
で
あ
る
。

 
そ
し
て
第
三
十
五
齢
「
同
生
」
に
お
い
て
、
石
道
姑
の
甥
疹
童
が
墓
を
戟
翌
閨
A

露
営
娘
を
牡
丹
亭
に
移
し
て
還
魂
丹
を
飲
ま
せ
、
蘇
生
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

 
つ
づ
く
第
三
十
六
勧
「
婚
走
」
で
は
、
陳
最
良
か
ら
杜
麗
娘
の
墓
滲
に
誘
わ

れ
、
一
同
は
狼
狽
す
る
。

 
 
(
浮
)
悠
了
、
忽
了
。
陳
先
生
明
日
二
上
小
堂
墳
去
。
事
端
之
時
、
一
來
小
魚

 
 
有
妖
冶
隠
名
、
二
來
公
器
秘
録
闘
之
教
、
三
州
秀
才
坐
迷
惑
之
識
、
四
來
老

一
七
六

 
 
翌
翌
護
断
念
罪
。
煤
莱
ｽ
過
冷
。
(
旦
)
老
姑
姑
、
待
忽
生
憎
。
(
浮
)
小
姐
、

 
 
這
柳
秀
才
待
往
臨
押
取
鷹
。
不
普
雷
ﾈ
成
親
事
、
叫
望
見
尋
隻
軍
船
、
費
夜
軍

 
 
去
、
以
滅
其
誰
。
意
下
何
煤
浴
B
(
旦
)
這
也
罷
了
。

 
石
達
才
鱒
ど
う
し
ま
し
ょ
う
、
ど
う
し
ま
し
ょ
う
。
陳
先
生
が
明
日
お
嬢
さ
ま

 
 
の
お
墓
に
参
ろ
う
と
お
っ
し
ゃ
る
。
事
が
露
耀
し
た
ら
、
一
つ
に
は
、
お
嬢

 
 
さ
ま
が
妖
鬼
の
汚
名
を
き
せ
ら
れ
る
し
、
二
つ
に
は
、
太
守
さ
ま
に
は
子
女

 
 
の
教
育
が
無
い
こ
と
に
な
る
し
、
三
つ
に
は
、
柳
さ
ま
が
誘
惑
の
識
り
を
う

 
 
け
ら
れ
る
し
、
四
つ
に
は
、
わ
た
し
が
獲
墓
の
罪
を
認
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

 
 
せ
ん
。
ど
う
し
た
も
の
で
し
ょ
う
か
。

 
杜
麗
娘
”
道
姑
さ
ん
、
ど
う
し
た
ら
良
い
で
し
ょ
う
か
。

 
石
道
心
”
お
嬢
さ
ま
、
柳
さ
ま
は
臨
安
へ
試
験
を
受
け
に
行
こ
う
と
し
て
お
ら

 
 
れ
ま
す
。
こ
こ
は
曲
げ
て
結
婚
さ
れ
、
小
曾
に
輯
江
を
行
く
船
を
探
さ
せ

 
 
て
、
眞
夜
中
に
出
帆
し
行
方
を
く
ら
ま
せ
る
の
が
得
策
で
し
ょ
う
。
い
か
が

 
 
で
す
か
。

 
蟻
蚕
娘
”
そ
れ
も
し
か
た
が
な
い
わ
ね
。

 
か
く
て
石
道
姑
の
提
案
で
、
柳
夢
梅
と
杜
麗
娘
は
臨
安
へ
と
船
出
す
る
の
で
あ

る
。 

第
三
十
九
齢
「
煤
絡
Y
」
は
、
す
で
に
臨
安
で
の
場
面
で
あ
る
。
一
族
店
に
宿
を

と
っ
た
と
こ
ろ
に
、
石
道
姑
か
ら
試
験
が
始
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
さ
れ

て
柳
夢
梅
は
あ
わ
て
て
試
験
場
に
出
向
く
。

 
第
四
十
一
齢
「
心
気
」
は
、
柳
庭
梅
が
試
験
の
期
日
に
遅
れ
、
悲
観
し
て
自
殺

し
よ
う
と
す
る
場
面
に
始
ま
る
。
し
か
し
試
験
官
は
、
か
つ
て
香
山
懊
で
知
遇
を

得
た
苗
舜
賓
で
あ
り
、
ど
う
に
か
受
験
を
許
可
さ
れ
る
。
そ
こ
へ
金
軍
の
入
憲
が

傳
え
ら
れ
、
合
格
獲
表
は
延
期
と
な
る
。

 
第
四
十
四
勧
「
急
難
」
は
、
潅
揚
地
方
の
職
況
を
聞
き
及
ん
で
螢
石
の
身
を
案



じ
た
杜
麗
娘
が
、
清
息
を
調
べ
て
ほ
し
い
と
頼
む
。
そ
こ
で
柳
夢
梅
は
、
杜
麗
娘

の
再
生
の
謹
糠
と
し
て
、
叢
像
を
手
に
、
揚
州
へ
と
旅
立
つ
。

 
第
四
十
九
鮪
「
夕
泊
」
で
は
、
柳
夢
梅
は
揚
州
に
到
着
し
た
も
の
の
、
杜
寳
は

す
で
に
潅
安
に
鎭
塁
を
移
し
た
後
で
(
第
四
十
二
齢
「
移
鎭
」
)
、
賊
の
包
園
も
解
か

れ
(
第
四
十
七
餉
「
園
繹
」
)
、
次
の
日
に
は
准
安
で
太
卒
宴
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。

 
第
五
十
齢
「
蘭
宴
」
以
降
は
、
柳
夢
梅
に
と
っ
て
最
大
の
苦
難
で
あ
る
。
太
卒

宴
の
さ
な
か
、
艦
襖
を
纏
っ
た
柳
場
梅
が
登
場
し
、
杜
寳
の
娘
婿
と
名
乗
っ
て
再

三
拝
謁
を
講
う
。
し
か
し
み
す
ぼ
ら
し
い
身
な
り
の
た
め
信
用
さ
れ
ず
、
逆
に
詐

構
と
疑
わ
れ
て
捕
縛
さ
れ
、
臨
安
へ
護
途
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

 
第
五
十
三
齢
「
硬
拷
」
は
、
逆
夢
梅
が
拷
問
に
か
け
ら
れ
る
場
面
で
あ
る
。
杜

寳
は
柳
霜
崩
を
引
き
出
し
尋
問
を
始
め
る
が
、
彼
の
持
物
の
中
に
娘
の
望
事
が
あ

る
の
を
見
て
墓
泥
棒
と
思
い
拷
問
を
加
え
る
。

 
 
(
生
)
伽
這
様
女
婿
、
眠
書
雪
案
、
立
榜
雲
雷
、
自
家
行
止
用
不
朽
、
至
要

 
 
秋
風
老
大
人
。
(
外
)
還
廻
書
。
捜
他
裏
盆
裏
、
定
有
假
三
等
印
、
併
賊
掌

 
 
賊
。
(
丑
開
墾
介
)
破
千
軍
一
條
、
観
音
書
一
幅
。
(
外
副
書
驚
介
)
啄
、
見

 
 
賊
了
。
這
金
津
女
紅
蝉
茸
容
。
像
可
動
南
安
、
認
台
石
道
姑
磨
。
(
生
)
認

 
 
的
。
(
外
)
認
的
箇
陳
教
授
麿
。
(
生
)
認
的
。
(
外
)
天
眼
恢
恢
、
原
罪
劫

 
 
福
塩
便
是
像
。
左
右
采
打
下
。

 
柳
夢
梅
”
こ
の
娘
婿
は
日
夜
螢
雪
の
功
を
積
み
、
雲
具
な
る
高
榜
に
名
を
畢
げ

 
 
ん
と
す
る
も
の
。
わ
が
能
力
に
は
充
分
に
鯨
力
が
あ
る
の
に
、
ど
う
し
て
閣

 
 
下
に
た
か
っ
た
り
い
た
し
ま
し
ょ
う
か
。

杜
寳
“
ま
だ
戯
言
を
口
に
し
お
る
。
包
み
の
中
を
調
べ
て
み
い
。
き
っ
と
偽
造

 
 
の
印
が
あ
る
は
ず
じ
ゃ
。
阿
品
も
ろ
と
も
盗
賊
を
捕
え
て
や
る
。

 
獄
卒
“
〔
包
み
を
開
く
こ
な
し
〕
破
れ
た
掛
布
團
の
カ
バ
ー
と
、
観
音
さ
ま
の

『
還
魂
記
』
に
お
け
る
柳
夢
梅
像
の
設
定

 
 
豊
像
が
ご
ざ
い
ま
す
。

 
杜
寳
”
〔
豊
像
を
見
て
驚
く
こ
な
し
〕
や
や
、
賊
品
が
で
て
き
た
ぞ
。
こ
れ
は

 
 
わ
が
娘
の
甕
像
。
そ
の
方
、
南
安
に
滲
つ
た
で
あ
ろ
う
。
石
道
姑
を
知
っ
て

 
 
お
る
か
。

 
柳
夢
梅
“
知
っ
て
お
り
ま
す
。

 
杜
費
”
陳
激
授
を
知
っ
て
お
る
か
。

 
柳
夢
梅
”
知
っ
て
お
り
ま
す
。

 
杜
費
“
「
天
網
恢
恢
、
疎
に
し
て
漏
ら
さ
ず
」
と
は
こ
の
こ
と
じ
ゃ
。
さ
て
も

 
 
墓
を
護
い
た
賊
は
そ
の
方
で
あ
っ
た
な
。
も
の
ど
も
、
取
り
お
さ
え
て
打

 
 
て
。

 
柳
夢
梅
は
杜
麗
娘
蘇
生
の
次
第
を
告
げ
て
抗
論
す
る
が
、
杜
寳
は
一
向
に
聞
き

入
れ
よ
う
と
せ
ず
、
吊
し
上
げ
て
打
ち
す
え
る
。
そ
こ
に
苗
舜
賓
が
現
わ
れ
て
、

柳
夢
梅
の
状
元
及
第
を
傳
え
、
助
け
よ
う
と
す
る
が
、
杜
寳
は
そ
れ
す
ら
も
信
用

し
な
い
。

 
第
五
十
五
鶴
「
圓
駕
」
で
は
、
皇
帝
の
前
で
柳
夢
梅
と
杜
寳
の
二
人
が
樹
質
す

る
。
二
人
が
鷹
酬
を
交
わ
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
す
で
に
母
親
と
再
會
し
て
い
た

杜
麗
娘
(
第
四
十
八
駒
「
遇
母
」
)
が
登
場
し
て
、
皇
帝
に
蘇
生
す
る
に
至
る
経
緯

を
奏
上
す
る
。
頃
年
は
亡
魂
だ
と
極
め
つ
け
る
が
、
皇
帝
は
華
麗
娘
の
蘇
生
に
儒

り
無
し
と
の
裁
可
を
下
す
。
か
く
て
二
人
の
結
婚
は
認
め
ら
れ
、
柳
夢
梅
は
翰
林

堰
濫
レ
撃
ﾉ
隠
せ
ら
れ
、
杜
麗
娘
は
陽
前
納
君
の
封
號
を
授
か
っ
て
團
圓
す
る
の
で

あ
る
。

 
こ
の
よ
う
に
、
『
還
魂
記
』
に
お
い
て
、
南
安
で
予
々
娘
を
蘇
生
さ
せ
て
か
ら

の
柳
夢
梅
の
足
跡
は
ま
ず
護
墓
の
露
顯
を
恐
れ
、
慮
畢
と
い
う
本
営
の
目
的
を
果

た
す
た
め
に
船
で
意
趣
に
行
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
い
で
杜
麗
娘
の
爾
親
の
安

危
を
尋
ね
、
加
え
て
結
婚
の
承
認
を
得
る
た
め
に
揚
州
に
行
き
、
更
に
高
蔵
に
足

一
七
七



日
本
中
國
學
會
報
 
第
四
十
一
集

を
伸
ば
し
、
杜
寳
に
捕
え
ら
れ
て
臨
安
に
戻
る
。
そ
し
て
臨
安
で
團
圓
を
迎
え
る

の
で
あ
る
。

 
こ
の
柳
夢
梅
の
た
ど
っ
た
経
路
は
、
や
は
り
徐
聞
へ
流
感
さ
れ
る
途
中
の
湯
顯

租
の
路
程
に
ほ
ぼ
合
致
す
る
。

 
先
に
燭
れ
た
よ
う
に
、
南
京
南
部
祠
祭
司
圭
事
の
職
に
あ
っ
た
湯
顯
租
は
、
萬

暦
十
九
年
(
一
五
九
一
)
五
月
に
降
調
の
聖
旨
を
受
け
た
。
南
京
を
獲
し
て
臨
川

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
へ

に
館
る
途
中
、
一
旦
杭
州
に
立
ち
寄
っ
た
こ
と
は
、
「
翌
週
過
銭
塘
、
得
姜
守
沖

『
宴
方
太
守
詩
』
、
棲
吉
成
韻
」
詩
(
『
玉
茗
堂
全
集
』
・
詩
・
十
一
)
に
よ
っ
て
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
後
、
マ
ラ
リ
ア
に
苦
し
め
ら
れ
て
、
し
ば
ら
く
臨
川
に
留

ま
っ
た
が
、
『
哀
偉
朋
賦
』
(
『
玉
茗
堂
全
集
』
・
賦
・
五
)
に
 
「
九
日
予
を
肝
姥
に
登

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 

ら
せ
、
十
月
予
を
禎
陽
に
遭
ら
し
む
」
と
記
す
と
こ
ろ
に
從
え
ば
、
九
月
九
日
に

肝
姥
に
行
き
、
そ
れ
か
ら
徐
聞
へ
出
立
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
更
に
鞍
壷
の
欝

孤
璽
を
経
由
し
(
「
謬
酒
壷
留
別
黄
郡
公
鍾
梅
、
明
李
本
書
領
知
引
病
蚊
懊
」
詩
、
『
玉
門

堂
全
集
』
・
詩
・
三
)
、
梅
毒
に
向
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

 
前
章
で
述
べ
た
梅
嶺
越
え
の
よ
う
に
明
確
な
も
の
で
は
な
い
に
せ
よ
、
こ
こ
で

も
柳
夢
梅
は
湯
顯
租
の
路
程
、
命
?
翌
ﾆ
も
に
湖
上
す
る
か
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
杭
州
や
輯
州
が
湯
顯
租
に
と
っ
て
い
わ
ぽ
流
講
の
途
次
で
あ
る

の
に
樹
し
て
、
春
夢
梅
に
と
っ
て
嗜
水
は
榮
達
へ
の
第
一
歩
で
あ
り
、
杭
州
(
臨

安
)
は
杜
麗
娘
と
の
結
婚
を
認
め
ら
れ
る
と
同
時
に
、
ま
さ
に
瀬
野
を
厩
ち
得
た

場
所
な
の
で
あ
る
(
末
尾
附
載
の
略
圃
滲
照
)
。

 
以
上
の
ご
と
く
、
『
還
魂
記
』
に
お
け
る
柳
夢
梅
は
、
そ
の
路
程
、
命
運
と
も

に
湯
女
租
と
は
逆
方
向
に
向
か
う
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
梅
干

は
、
偽
者
の
命
運
を
分
か
つ
最
も
重
要
な
接
鮎
で
あ
り
、
『
還
魂
記
』
の
結
末
が
、

言
言
梅
の
不
慮
北
上
と
い
う
一
事
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
こ
の
梅
嶺
は
い
に
し
え
よ
り
梅
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
終
幕
に

一
七
八

お
い
て
、
杜
三
瀬
は
自
ら
の
命
運
を
梅
の
花
に
な
ぞ
ら
え
て
、
次
の
よ
う
に
唱

う
。 

【
北
尾
】
…
…
廣
殺
像
南
枝
挨
暖
俺
三
枝
花
。
則
普
天
下
面
鬼
無
有
情
誰
似

 
 
噛
。

 
 
…
…
南
枝
の
君
の
お
か
げ
に
て
、
北
枝
の
花
は
暖
を
受
く
。
あ
ま
ね
く
天
下

 
 
に
、
幽
魂
の
情
あ
る
者
、
誰
か
我
に
似
ん
。

 
南
枝
が
北
枝
を
暖
め
た
と
は
、
も
と
よ
り
嶺
南
の
財
産
梅
が
梅
毒
を
越
え
た
こ

と
に
よ
っ
て
嶺
北
の
杜
麗
娘
を
蘇
ら
せ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

 
以
上
を
要
す
る
に
、
湯
沁
沁
の
手
で
新
た
に
造
形
さ
れ
た
柳
事
象
は
、
梅
嶺
を

更
に
北
上
し
て
榮
達
を
手
中
に
醒
め
る
よ
う
に
描
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
梅
嶺

を
南
下
し
て
苦
難
を
強
い
ら
れ
た
作
者
自
身
の
境
遇
を
超
克
す
る
か
の
よ
う
に
形

象
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
か
く
の
ご
と
く
描
出
さ
れ
た
柳
夢

梅
像
に
は
、
廣
東
、
し
か
も
雷
州
牛
島
の
南
端
徐
聞
と
い
う
炎
擁
の
地
へ
の
流
諸

に
よ
っ
て
、
湯
顯
租
に
も
た
ら
さ
れ
た
地
理
的
、
心
理
的
な
苦
境
か
ら
の
解
放
が

寄
託
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

五

 
湯
疲
租
は
『
還
魂
記
』
の
題
詞
に
お
い
て
、
生
死
を
超
越
し
た
情
の
悪
露
に
こ

そ
、
眞
の
人
聞
の
姿
が
表
徴
さ
れ
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
言
読
に
從
っ
て
『
還

魂
記
』
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
な
ら
ば
、
や
は
り
杜
麗
娘
を
中
心
に
据
え
な
け
れ
ば

な
る
ま
い
。
『
還
魂
記
』
の
實
演
に
接
し
た
観
客
も
、
杜
雪
娘
が
夢
に
見
た
青
年

を
懸
い
慕
っ
て
息
絶
え
、
そ
の
青
年
の
手
に
よ
っ
て
蘇
り
結
ば
れ
る
、
と
い
う
劇

情
に
魅
了
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
婁
江
の
愈
二
娘
が
こ
の
劇
を
耽
毒
し
て
死
に

 
 
 
 
 
 
 
 
ム
 

至
っ
た
と
い
う
逸
話
や
、
杭
州
の
女
伶
商
小
玲
が
こ
の
劇
に
心
歯
し
て
演
じ
つ
つ

 
 
 
 
 
 
 
お
 



に
物
語
っ
て
い
る
。

 
そ
の
杜
麗
娘
に
奇
し
て
憶
想
租
は
、
柳
煮
梅
を
柳
潤
洛
ｳ
の
子
孫
と
定
め
た
よ
う

に
、
杜
甫
の
後
高
を
父
親
に
、
藪
皇
香
翌
ﾌ
後
高
を
母
親
に
も
つ
、
由
緒
あ
る
家
柄

の
娘
と
設
定
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
父
親
杜
寳
が
嫡
男
を
も
た
ぬ
こ
と
を
歎
く
場

 
 
 
 
 
 
 
あ
 

面
(
第
三
齢
「
訓
女
」
)
、
李
全
討
伐
の
鎭
毫
を
移
す
た
め
、
杜
寳
が
藪
氏
と
別
離
す

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
が
 

る
場
面
(
第
四
十
二
齢
「
移
鎭
」
)
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
杜
寳
を
杜
甫
に
比
擬
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

て
お
り
、
そ
の
語
誌
麗
娘
が
家
學
『
詩
経
』
を
學
ぶ
場
面
(
第
五
齢
「
延
師
」
)
に

お
い
て
も
、
杜
甫
の
子
孫
で
あ
る
こ
と
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
家
柄

の
卒
凡
で
な
い
こ
と
が
、
さ
ま
ざ
ま
の
か
た
ち
で
描
か
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
杜

氏
親
子
の
人
物
像
に
は
、
柳
潤
洛
ｳ
の
子
孫
柳
夢
梅
に
、
湯
葉
租
の
心
情
が
形
質
と

も
に
寄
託
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
、
作
者
と
の
感
覚
は
見
出
せ
な
い
。
湯
顯
租
は
、

杜
麗
娘
に
つ
い
て
は
、
專
ら
有
情
の
人
と
し
て
、
生
死
を
超
越
し
た
情
を
結
實
さ

せ
る
こ
と
に
意
を
灌
い
で
形
象
化
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
家
柄
は
輩
に
柳
夢
梅
に

封
鷹
さ
せ
た
も
の
で
し
か
な
い
の
で
あ
る
。

 
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
『
還
魂
記
』
の
二
人
の
圭
人
公
は
、
全
く
異
な
っ

た
角
度
か
ら
の
形
象
化
が
圖
ら
れ
て
お
り
、
從
來
と
か
く
聞
却
さ
れ
が
ち
で
あ
っ

た
柳
夢
梅
も
、
杜
麗
娘
に
從
署
す
る
副
次
的
な
存
在
で
は
決
し
て
な
く
、
か
な
り

恣
意
的
に
造
形
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
柳
夢
霊
像
の
租

型
が
、
流
講
と
い
う
湯
顯
租
の
個
人
史
の
な
か
の
苦
難
の
一
時
期
を
モ
チ
ー
フ
に

し
て
い
る
こ
と
は
、
看
過
で
き
な
い
事
柄
で
あ
る
。

 
湯
量
祀
に
と
っ
て
、
遷
延
へ
の
流
調
が
い
か
に
苦
痛
で
あ
っ
た
か
、
漸
江
南
部

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

き
は
、
殊
に
多
幸
と
爲
す
」
(
「
答
李
潤
乱
ｽ
」
、
『
玉
茗
堂
全
集
』
・
尺
腰
.
 
一
)
と
言
い
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
雷
陽
よ
り
興
り
、
此
の
縣
に
憩
ふ
を
得
た
り
」
(
「
答
臭
四
明
」
、
『
玉
茗
堂
全
集
』
.
 

尺
展
・
二
)
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
充
分
に
推
氏
翌
ﾅ
き
ょ
う
。

『
還
魂
記
』
に
お
け
る
柳
夢
梅
像
の
設
定

 
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
『
還
魂
記
』
に
お
け
る
、
柳
夢
梅
が
廣
州
を
旅
立
ち
、

臨
安
で
榮
達
す
る
と
い
う
描
篤
が
、
湯
壷
租
の
器
具
に
至
る
流
諦
の
旅
を
基
盤
に

し
て
お
り
、
し
か
も
柳
野
梅
像
に
、
湯
姦
計
自
身
が
流
量
の
苦
悩
か
ら
解
放
さ
れ

ん
こ
と
を
希
求
す
る
心
情
を
寄
託
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
は
、
充
分
に
可
能
で
あ

る
。 

湯
顯
租
は
萬
暦
二
十
六
年
(
一
五
九
八
)
に
棄
暮
し
て
、
故
郷
の
臨
川
に
聞
居

し
た
が
、
『
還
魂
記
』
も
こ
れ
に
相
前
後
し
て
脱
稿
さ
れ
て
い
る
。
棄
官
の
理
由

は
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
直
接
に
は
磯
税
に
よ
る
配
置
の
疲
弊
に
心
を
傷
め

た
た
め
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ま
た
、
全
て
の
灌
力
が
俵
臣
に
掌
握
さ
れ
、
腐
敗
し

き
っ
た
官
界
に
封
ず
る
反
訴
に
よ
る
も
の
で
も
あ
ろ
う
。
更
に
棄
官
に
至
る
ま
で

の
湯
課
租
の
境
遇
に
目
を
向
け
る
な
ら
ば
、
輔
臣
朝
臣
を
弾
劾
し
た
上
疏
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
悲
運
か
ら
の
腕
却
を
企
齢
し
た
も
の
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
量
移
さ
れ
た
途
昌
で
は
、
確
か
に
文
教
政
策
に
力
を
入
れ
、
治
安
に
も
心
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

砕
い
て
、
土
地
の
吏
民
に
慕
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
心
情
的
に
は
、
流
諦
以
前
、

南
京
で
官
吏
と
し
て
の
榮
達
を
心
に
期
し
て
い
た
時
期
に
、
及
ぶ
べ
く
も
な
か
っ

た
は
ず
で
あ
る
。

 
か
か
る
情
況
を
勘
案
す
る
と
、
湯
番
租
は
盗
聞
へ
の
流
離
以
降
の
不
本
意
な
現

實
を
、
器
官
と
い
う
直
接
的
な
行
動
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
超
克
し
よ
う
と
し
た

の
み
な
ら
ず
、
『
還
魂
記
』
の
執
筆
、
別
し
て
自
ら
の
分
身
の
ご
と
く
造
形
し
た

柳
夢
梅
の
姿
を
借
り
て
、
聞
接
的
に
超
克
し
よ
う
と
も
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
『
還
魂
記
』
に
お
け
る
柳
夢
梅
は
、
湯
顯
租
が
適
え
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ

た
榮
達
へ
の
道
を
歩
む
、
理
想
の
姿
と
し
て
像
を
結
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

注
(
1
)
 
『
還
魂
記
』
完
成
の
時
期
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
。
一
つ
は
、
湯
顯
租
が
「
牡

 
 
丹
亭
記
題
詞
」
の
末
尾
に
「
萬
暦
戊
戌
」
と
記
す
と
こ
ろ
に
擦
っ
て
、
萬
暦
二
十
六

一
七
九



日
本
中
國
學
會
［
報
 
第
四
十
一
集

 
 
年
(
一
五
九
八
)
に
睨
稿
し
た
と
す
る
徐
朔
方
氏
の
説
(
「
玉
茗
堂
傳
奇
創
作
年
代

 
 
考
」
、
『
湯
顯
組
年
譜
』
、
中
華
書
局
、
一
九
五
八
)
、
も
う
一
つ
は
、
天
啓
三
年
(
一

 
 
六
二
三
)
の
三
思
任
の
「
批
思
量
茗
堂
牡
丹
墨
壷
」
(
『
清
暉
閣
批
黙
牡
丹
亭
』
巻

 
 
首
)
に
「
雪
見
吾
郷
文
中
批
其
巻
首
日
『
此
牛
有
萬
夫
之
稟
』
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

 
 
徐
潤
は
略
暦
二
十
一
年
(
一
五
九
三
)
の
死
没
以
前
に
『
還
魂
記
』
を
目
に
し
て
い

 
 
た
は
ず
で
あ
り
、
し
か
も
湯
顯
祀
と
も
交
遊
の
あ
っ
た
減
難
語
の
手
に
成
る
『
還
魂

 
 
記
』
改
訂
本
な
ど
の
題
詞
末
尾
に
「
萬
暦
戊
子
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
館
下
十
六
年

 
 
(
一
五
八
八
)
に
は
初
筆
が
完
成
し
て
い
た
と
す
る
八
木
澤
元
氏
の
読
(
『
明
代
劇
作

 
 
家
研
究
』
、
講
談
枇
、
一
九
五
九
、
五
〇
七
頁
～
五
一
〇
頁
)
で
あ
る
。
こ
れ
に
劃

 
 
し
て
岩
城
秀
夫
氏
は
、
萬
暦
二
十
七
・
八
年
目
一
五
九
九
・
一
六
〇
〇
)
頃
に
書
か

 
 
れ
た
湯
顯
租
の
書
簡
「
緊
張
夢
澤
」
(
『
玉
茗
堂
全
集
』
・
尺
順
・
四
)
に
「
余
若
『
牡

 
 
丹
魂
』
・
『
南
梅
夢
』
、
繕
罵
而
上
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
朝
旦
二
十
六
年
以
降
も
加

 
 
筆
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
て
お
り
(
『
中
國
戯
曲
演
劇
研
究
』
、
創
文
壮
、

 
 
一
九
七
三
、
二
一
四
頁
)
、
筆
者
も
岩
城
氏
の
見
解
に
賛
同
す
る
。

(
2
)
岩
城
秀
夫
氏
「
還
魂
記
の
藍
本
」
 
(
『
吉
川
博
士
心
休
記
念
中
國
文
學
論
集
』
、
筑

 
 
摩
書
房
、
一
九
六
八
)
。
ま
た
注
(
1
)
『
中
風
戯
曲
演
劇
研
究
』
、
二
一
五
頁
～
二
三

 
 
〇
頁
。

(
3
)
内
閣
文
庫
藏
。

(
4
)
宮
内
廃
書
陵
部
藏
。

(
5
)
注
(
2
)
岩
城
氏
論
文
に
指
摘
さ
れ
る
ほ
か
、
大
塚
秀
高
氏
「
明
代
後
期
に
お
け
る

 
文
言
小
説
の
刊
行
に
つ
い
て
」
(
『
東
洋
文
化
』
6
1
、
一
九
八
一
)
に
も
、
林
近
陽
編

 
『
北
上
筆
記
』
(
内
閣
文
庫
藏
)
と
併
せ
て
、
刊
行
の
先
後
に
つ
い
て
詳
述
さ
れ
て
い

 
 
る
。
尚
、
孫
楷
第
氏
『
日
本
東
京
所
見
小
説
書
目
』
に
は
、
何
本
と
潟
本
を
著
録

 
 
し
、
そ
れ
ぞ
れ
篇
目
を
列
記
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
潟
本
に
つ
い
て
は
零
話
か
否
か

 
 
の
匠
別
が
な
さ
れ
て
お
り
、
「
杜
麗
娘
牡
丹
亭
還
魂
記
」
は
文
言
小
雨
と
さ
れ
て
い

 
 
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
話
本
は
、
何
遍
で
は
白
話
で
、
潟
本
も
文
言
に
近
い
部
分

 
 
は
あ
る
も
の
の
基
本
的
に
億
白
話
で
書
か
九
て
お
り
、
孫
氏
の
見
解
は
妥
当
で
轄
な

一
八
○

 
 
い
。

(
6
)
 
『
還
魂
記
』
の
底
本
に
は
、
京
都
大
學
交
學
部
所
藏
の
「
懐
徳
堂
本
」
を
用
い
た
。

 
 
ま
た
蹴
鞠
は
、
岩
城
秀
夫
氏
課
(
「
中
國
古
典
文
學
大
系
」
5
3
『
戯
曲
集
(
下
)
』
、

 
 
卒
凡
肚
、
一
九
七
一
)
、
お
よ
び
O
旨
出
し
d
一
8
ゲ
氏
に
よ
る
日
課
(
《
三
省
℃
閻
0
2
磯

 
 
℃
》
＜
岡
ピ
5
Z
》
”
討
巳
9
轟
d
巳
く
。
邑
蔓
牢
＄
。
。
り
這
。
。
O
)
を
珍
照
し
た
。

(
7
)
 
「
湯
雪
嶺
和
他
的
物
言
」
(
『
元
明
清
蔵
曲
研
究
論
交
集
』
、
一
九
五
七
、
作
家
出
版

 
 
肚
)
。

(
8
)
 
「
牡
丹
亭
」
(
『
戯
曲
筆
談
』
、
一
九
六
二
、
中
華
書
判
)
。

(
9
)
管
見
の
及
ん
だ
限
り
で
は
、
柳
夢
梅
と
柳
潤
洛
ｳ
、
そ
し
て
湯
顯
租
の
三
者
の
關
連

 
 
性
に
つ
い
て
言
及
す
る
唯
一
の
論
文
に
、
引
外
慶
氏
の
「
湯
嘉
穂
牡
丹
亭
還
魂
記
外

 
 
傳
」
(
『
脚
湯
顯
租
劇
作
四
種
』
、
中
國
戯
劇
出
版
肚
、
一
九
六
二
、
所
牧
。
こ
の
論

 
 
文
は
『
人
民
日
報
』
一
九
六
一
年
五
月
三
日
版
所
載
の
「
『
牡
丹
亭
』
外
傳
」
に
修

 
 
訂
を
施
し
た
も
の
)
が
あ
る
。
重
氏
は
本
論
文
に
お
い
て
、
「
湯
顯
租
は
、
杜
麗
娘

 
 
と
柳
夢
心
の
懸
愛
の
物
語
を
通
し
て
、
歴
史
上
の
人
物
で
あ
る
杜
甫
や
柳
潤
洛
ｳ
を

 
 
『
還
魂
記
』
中
に
蘇
ら
せ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
杜
甫
・
柳
潤
洛
ｳ
の
境
遇
、
思
想
、
そ

 
 
し
て
理
想
が
下
敷
き
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
杜
甫
・
柳
潤
洛
ｳ
の
生
き
た
時
代
に
封

 
 
す
る
誠
刺
で
あ
り
、
同
時
に
湯
顯
租
自
身
の
生
き
た
時
代
に
内
在
す
る
矛
盾
を
暴
露

 
 
し
た
も
の
で
あ
る
。
」
と
の
見
解
を
示
さ
れ
て
い
る
。
 
し
か
し
な
が
ら
王
季
思
氏
が

 
 
「
急
様
探
索
湯
顯
租
的
曲
意
-
和
侯
外
歴
同
志
論
『
牡
丹
亭
』
」
(
『
文
學
評
論
』
一

 
九
六
三
年
第
三
期
。
の
ち
『
玉
輪
軒
曲
論
』
、
中
華
書
局
、
一
九
八
○
、
に
も
牧
む
)

 
 
に
お
い
て
反
駁
を
加
え
ら
れ
た
よ
う
に
、
侯
氏
の
論
文
は
必
ず
し
も
例
謹
が
適
切
で

 
 
は
な
く
、
た
め
に
牽
強
附
會
の
き
ら
い
が
あ
っ
て
、
に
わ
か
に
は
首
肯
し
難
い
。

(
1
0
)
 
注
(
1
)
『
中
払
戯
曲
演
劇
研
究
』
二
六
〇
頁
。

(
1
1
)
重
澤
俊
郎
氏
「
柳
潤
洛
ｳ
に
見
え
る
唐
代
の
合
理
主
義
」
(
『
日
本
中
國
學
會
報
』
3
、

 
 
一
九
四
九
)
。

(
1
2
)
萬
暦
五
年
(
一
五
七
七
)
の
會
試
で
は
、
張
居
正
が
次
子
嗣
修
の
合
格
を
圖
っ
て

 
海
内
の
名
士
を
招
慰
し
た
が
、
湯
顯
租
は
こ
轟
に
慮
ぜ
ず
下
第
、
ま
允
萬
二
暦
八
年



 
 
(
一
五
八
○
)
に
は
、
三
子
慧
修
の
た
め
の
招
致
に
慮
ぜ
ず
に
下
旬
し
た
。

(
1
3
)
 
郷
迫
光
『
臨
川
湯
先
生
傳
』
に
、
「
雷
公
以
個
早
月
易
、
不
能
希
靖
平
素
、
睨
長

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
へ

 
 
憂
色
而
得
道
便
。
又
豊
頬
判
事
多
書
腰
提
、
計
僧
之
日
、
趨
向
吏
花
堂
告
蹄
」
と
言

 
 
う
。

(
1
4
)
唐
柳
子
厚
、
天
下
之
才
俊
賢
人
也
。
王
例
文
、
世
之
所
謂
狂
劣
無
底
者
也
。
非
呂

 
 
非
葛
、
庸
衆
人
知
之
。
柳
子
讃
天
下
骨
面
、
懊
尭
舜
一
業
、
豊
其
日
不
華
華
。
…
…

 
 
蓋
子
厚
所
謂
大
人
欲
速
事
功
耳
。
天
下
士
亦
安
養
以
成
敗
豊
艶
。
嵯
夫
、
子
厚
已

 
 
 
、
友
逓
信
韓
退
之
。
退
置
型
子
種
死
、
登
記
其
設
置
一
事
。
至
其
委
曲
用
世
之

 
 
志
、
不
悉
護
揮
一
言
。
撃
退
之
亦
猶
人
之
見
乎
。

(
1
5
)
子
厚
前
時
少
年
、
勇
於
爲
人
、
不
自
貴
重
顧
籍
、
謂
功
業
可
立
就
、
故
意
塵
退
。

(
1
6
)
而
善
道
不
謹
、
麗
比
小
人
、
自
致
流
離
、
遂
事
二
業
(
五
代
・
劉
陶
)
。

(
1
7
)
 
潤
洛
ｳ
少
時
嗜
進
、
謂
功
業
可
就
、
既
坐
慶
、
途
不
振
(
宋
・
宋
郡
)
。

(
1
8
)
 
例
え
ば
「
興
湯
若
士
書
」
(
『
劉
大
司
成
集
』
二
十
四
・
尺
長
)
に
は
、
「
王
弘
陽

 
 
已
任
事
、
相
知
骨
身
甚
深
、
相
爲
之
意
甚
周
。
行
重
曹
與
弟
私
論
、
到
任
後
令
月
郎

 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
 
掲
赴
部
、
欲
兄
君
離
苦
海
」
と
あ
る
。

(
1
9
)
 
注
(
1
)
『
聖
帝
戯
曲
演
劇
研
究
』
十
一
頁
、
三
十
九
頁
。

(
2
0
)
 
承
塘
公
建
祠
於
窪
芝
園
之
右
、
立
文
會
書
堂
於
文
竜
門
之
外
、
堂
上
題
云
「
文
比

 
 
韓
蘇
歓
柳
、
行
追
穫
契
皐
菱
。
」
(
『
文
昌
湯
氏
潤
藍
?
x
巻
首
「
撫
郡
湯
氏
塁
上
規
模

 
 
記
」
)
。

 
 
 
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
へ

(
2
1
)
 
こ
の
比
は
庇
と
解
し
(
『
設
文
通
即
智
聲
』
履
部
第
十
二
「
比
、
…
…
段
借
爲

 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

 
 
庇
」
)
、
天
聴
は
天
々
、
す
な
わ
ち
天
の
庇
護
の
意
に
解
す
。

(
2
2
)
 
趙
図
題
・
増
置
・
江
巨
榮
三
氏
の
「
關
於
『
牡
丹
亭
』
藍
本
的
単
名
」
(
『
中
國
戯

 
 
論
者
論
集
』
、
江
西
人
民
出
版
杜
、
 
一
九
八
七
)
で
は
、
藍
本
と
『
還
魂
記
』
と
を

 
 
比
較
し
た
上
で
、
品
書
租
の
改
編
し
た
地
理
的
な
要
素
は
さ
ほ
ど
重
要
で
は
な
い
、

 
 
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
が
首
肯
で
き
な
い
。

(
2
3
)
九
日
登
予
干
旺
姥
、
十
月
遽
予
干
漬
陽
。

(
2
4
)
 
張
大
復
『
梅
花
草
堂
集
』
巻
七
「
愈
娘
」
。

 
 
 
 
 
『
還
魂
記
』
に
お
け
る
柳
夢
梅
像
の
設
定

(
2
5
)
焦
循
『
下
読
』
巻
六
に
引
く
「
碍
房
心
術
堂
毛
筆
」
。

(
2
6
)
 
「
【
玉
山
頽
(
前
腔
)
】
照
隠
杜
甫
、
爲
漂
零
老
塊
茎
學
。
(
涙
介
)
夫
人
、
我
比
子

 
 
美
公
公
爵
可
憐
也
。
(
唱
)
他
誌
有
繋
老
夫
詩
句
男
児
、
俺
則
有
爵
母
氏
書
眉
嬌

 
 
女
。
」
こ
の
う
ち
「
爲
瓢
零
老
憶
妻
摯
」
は
、
「
自
閥
州
領
妻
子
却
赴
蜀
山
行
」
詩

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
 
(
『
杜
詩
詳
注
』
巻
十
三
)
に
「
何
日
兵
文
墨
、
陰
毛
椀
老
妻
」
と
あ
る
の
を
、
「
念

 
 
老
夫
詩
句
男
児
」
は
、
「
遣
興
」
詩
(
同
、
巻
四
)
に
「
組
子
好
男
児
、
前
年
學
語

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
へ

 
 
時
、
問
知
人
客
姓
、
論
得
老
夫
詩
」
と
あ
る
の
を
、
ま
た
「
學
母
氏
書
眉
嬌
女
」

 
 
は
、
「
北
征
」
詩
(
同
、
巻
五
)
に
「
置
去
慶
事
光
、
雪
女
頭
導
音
。
學
諾
了
不
爲
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
 
曉
粧
随
手
抹
。
移
時
施
朱
鉛
、
百
事
蚕
眉
闊
」
と
あ
る
の
を
そ
れ
ぞ
れ
ふ
ま
え
て
い

 
 
る
。

(
2
7
)
 
「
【
画
面
】
老
影
分
飛
、
老
影
分
離
、
似
官
軍
杜
甫
、
把
山
妻
泣
向
天
牛
。
」
こ
こ

 
 
で
は
乾
元
元
年
(
七
五
八
)
、
杜
甫
が
甲
州
司
功
参
軍
に
左
蓬
さ
れ
た
時
の
一
家
の

 
 
離
散
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。

(
2
8
)
 
「
則
『
詩
経
』
開
首
便
是
香
濫
ﾜ
之
徳
、
四
箇
脚
註
槌
屋
、
 
且
是
學
生
家
傳
、
習

 
 
『
詩
』
罷
。
」
こ
の
杜
寳
の
白
は
、
「
潤
藍
瑞
ｶ
日
」
詩
(
『
杜
詩
転
注
』
巻
十
七
)
に

 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
 
「
詩
是
吾
家
事
、
人
傳
世
上
情
」
と
あ
る
の
を
承
け
た
も
の
で
あ
る
。

(
2
9
)
煤
嵐
尞
痩
ｺ
、
落
日
多
幸
。

(
3
0
)
 
雷
陽
樹
、
得
学
界
縣
。

(
3
1
)
 
例
え
ば
「
途
昌
縣
相
圃
射
堂
記
」
(
『
玉
茗
堂
全
集
』
・
文
・
七
)
に
よ
れ
ぽ
、
途

 
昌
に
着
任
早
々
、
射
堂
を
建
て
て
吏
民
の
教
化
を
圖
り
、
「
遂
昌
縣
滅
虎
祠
記
」

 
 
(
『
玉
茗
堂
全
集
』
・
文
・
七
)
に
よ
れ
ば
、
虎
狩
り
を
行
い
、
滅
虎
祠
を
建
て
て
治

 
安
の
向
上
に
努
め
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
「
答
李
舜
若
観
氏
浴
v
(
『
玉
八
開
全

 
集
』
・
尺
腋
・
二
)
に
は
、
「
斗
大
卒
昌
、
一
斗
清
浮
理
之
。
去
其
里
馬
者
而
已
。
士

 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
へ

 
民
惟
恐
弟
一
旦
遷
去
、
害
悪
者
又
怪
弟
三
年
不
遷
」
と
記
し
、
そ
の
善
政
か
ら
吏
民

 
に
慕
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
自
ら
述
べ
て
い
る
。
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